
市報ゆふ 2012.11 Vol.86

あらかしの森 林通信も
り

平成24年度 由布市職員採用試験（障がい者枠・再募集）

秋の火災予防週間

特集：この秋、スポーツを始めよう！



な
か
な
か
継
続
で
き
な
い
」
と
い
う
方
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
入
会
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。
次

ペ
ー
ジ
で
は
、
地
域
で
活
動
す
る
二
つ
の
ク
ラ
ブ
を
紹

介
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
上
で
心
掛
け
た
い
こ
と

１
．準
備
運
動
を
忘
れ
ず
に

　
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
前
に
は
、
必
ず
準
備
運
動
を
。
上
半
身
、

下
半
身
と
も
に
ス
ト
レ
ッ
チ
で
関
節
や
筋
肉
を
伸
ば
し
、
柔

軟
性
を
高
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
準
備
運
動
に
は
ラ
ジ
オ
体

操
も
お
勧
め
で
す
。

２
．適
度
な
休
憩
を

　
そ
の
日
の
体
調
に
合
わ
せ
て
、
休
憩
を
挟
み
ま
し
ょ
う
。

特
に
運
動
に
不
慣
れ
な
場
合
は
、
長
続
き
さ
せ
る
た
め
に
も

無
理
は
禁
物
で
す
。
水
分
補
給
も
忘
れ
ず
に
。

ラ
ジ
オ
体
操
へ
の
取
り
組
み

由
布
市
は
ラ
ジ
オ
体
操
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
気
軽

に
親
し
め
る
よ
う
に
と
お
よ
そ
80
年
程
前
に
考
案
さ
れ
ま
し

た
。
全
身
を
動
か
し
て
行
う
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
継
続
的
に
実

施
す
る
こ
と
で
心
身
の
健
康
に
良
い
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

由
布
市
で
も
ラ
ジ
オ
体
操
に
よ
る
健
康
増
進
に
注
目
し
、
大

会
等
で
ス
ポ
ー
ツ
の
準
備
運
動
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

10
月
21
日
に
行
わ
れ
た
由
布
市
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
の
開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
指
導
に
よ

り
競
技
前
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ス
メ

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
子
ど
も
も
大
人
も
そ
れ
ぞ
れ

の
年
齢
や
体
力
、
目
的
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
気
軽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
言
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
定
期
的
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
し
て
い
ま

す
か
？
「
き
っ
か
け
が
な
く
て
…
」「
忙
し
く
時
間
が

と
れ
な
い
」
等
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
市
報
ゆ

ふ
９
月
号
の
健
康
特
集
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
、
健
康
維
持
の
た
め
に
は
適
度

な
運
動
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
ス

ト
レ
ス
解
消
を
図
っ
た
り
、
い
き
が
い
や
日
々
の
活
力

を
得
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て
、
心
身
と
も
に
健
康

な
日
々
を
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

思
い
立
っ
た
が
吉
日
で
す

気
軽
に
始
め
ま
し
ょ
う

　

普
段
ま
っ
た
く
運
動
を
し
な
い
と
い
う
方
は
、
い
つ

も
よ
り
歩
く
距
離
を
延
ば
し
た
り
、
近
い
距
離
は
車
の

代
わ
り
に
自
転
車
を
使
用
し
た
り
と
、
意
識
的
に
体
を

動
か
す
機
会
を
増
や
し
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
る

の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢

　

ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
て
も
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、
そ
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
一
人
で

も
始
め
ら
れ
る
も
の
か
ら
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
と
い
っ

た
チ
ー
ム
で
プ
レ
イ
す
る
も
の
ま
で
、
種
目
も
多
岐
に

渡
り
ま
す
。「
複
数
の
種
目
に
挑
戦
し
て
み
た
い
」「
仲

間
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
」「
一
人
で
は

この秋、スポーツを始めよう！
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ゆ
ふ
い
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
は
、平
成
22
年
に
「
ス
ポ
ー

ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
つ
く
ろ
う
、
み
ん
な
で
元
気
な
ま
ち
・

湯
布
院
を
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
発
足
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
活
動
を
通
じ
て
、
赤
ち
ゃ
ん

や
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健
康
保
持
と
相
互
の
融
和
を

図
り
、
健
全
で
明
る
い
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
参
加
者
の
年
齢
層
の
幅
も

広
が
り
、
世
代
を
超
え
た
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ

ブ
内
容
も
充
実
し
、
気
軽
に
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
挑
戦

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
で

は
各
教
室
の
ほ
か
、
年
間
を
通
し
て
毎
月
、
交
流
会
や
大
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

クラブマネジャー

坂本 廣行さん

　

由
布
市
で
は
現
在
湯
布
院
町
、
庄
内
町
で
二
つ
の
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
形

態
で
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
と
触
れ
合
え
る
地
域
の
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
く
ク
ラ
ブ
で
す
。
挾
間
町
に

お
い
て
も
、
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
向
け
て
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
で
育
む
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

み
こ
と
ス
マ
イ
ル
イ
ン
ク
ラ
ブ

ゆ
ふ
い
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

いつでも

どこでも

誰とでも

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
成
、
健
康
、
地
域
住
民
と
の
交
流
、

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
充
実
を
！

　

庄
内
体
育
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、「
運
動
」「
健
康
づ
く
り
」「
趣

味
作
り
」「
生
き
が
い
づ
く
り
」
等
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通

じ
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
心
豊
か
に
過
ご
せ
る
住
民
相
互

の
交
流
の
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
健
康
で
明
る
く
あ
い
さ
つ
の

響
き
あ
う
活
力
あ
る
庄
内
町
を
創
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

　
「
ス
ポ
ー
ツ
で
笑
顔
と
元
気
」

を
テ
ー
マ
に
、
９
月
21
日
、
湯

布
院
地
域
の
障
が
い
者
就
労
継

続
支
援
事
業
施
設　
『
ほ
ほ
え

み
工
房
』
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
が
湯
布
院

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
25
人
が
参

加
し
て
、
囲
碁
ボ
ー
ル
や

ソ
フ
ト
ペ
タ
ン
ク
、
卓
球

バ
レ
ー
を
体
験
。
体
育
館

全
体
が
笑
顔
と
歓
声
に
あ

ふ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

　みことスマイルインクラブは、
スポーツを通じて笑顔あふれる町
づくりを目指して活動していま
す。競技スポーツはもちろんのこ
と、遊びをスポーツにつなげるこ
とにより子どもたちも楽しく活動
しています。また、親子会員も多
く、親と子の絆の場にもなってい
ます。

　ゆふいんチャレンジクラブが発
足して湯布院地域全体が『元気な
人がスポーツをする』という固定
観念から『スポーツを通じて元気
になる』という考え方に変化しつ
つあります。
　クラブは、元気な顔が集う、地
域の輪が広がる場所となりまし
た。皆さんも一緒にスポーツを楽
しみましょう。

クラブマネジャー

加藤 和子さん

◀４ページで、両クラブが実施している教室の会員募集内容を紹介しています。
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みことスマイルインクラブ
教　　室 曜日・時間 対　象

軽スポーツ教室 第１・３・５週㈪
午後６時～午後８時 子ども・大人

フットサル教室 第２・４週㈪
午後６時～午後８時 小学生以下

ジュニアバレー
ボール教室

毎週㈫
午後６時～午後８時 子ども

なぎなた教室 第１・３・５週㈬
午後６時～午後８時 子ども・大人

卓球教室 第２・４週㈬
午後６時～午後８時 子ども・大人

ソフトテニス教室
毎週㈮

午後６時30分～
午後８時30分

子ども・大人

ミニバレー教室 毎週㈯
午後８時～午後10時 大　人

【主な会場】
庄内公民館、庄内体育センター、県立庄内屋内競
技場、東庄内小学校

【会費等】
●中学生以下　200円／月（保険料800円／年）
●一般会員　　500円／月（保険料1,850円／年）
●シニア会員（65歳以上）
　　　　　　　100円／月（保険料1,000円／年）
※保険はスポーツ安全保険に加入します。

【申込先】
庄内公民館　☎097-582-0214

【問い合わせ】
みことスマイルインクラブ事務局
由布市教育委員会スポーツ振興課
☎0977-84-3111（内線554）

ゆふいんチャレンジクラブ
教　　室 対　　象

＜ちびっこリズムチャレンジ＞
親子リズムスポーツ教室

満４歳～
未就学児

＜こども元気チャレンジ＞
サッカー、バドミントン、ソフトテニス、
野球、軽スポーツ、陸上、ソフトボール、
ラグビー、卓球、バスケットボール

小・中学生

＜こども元気 UP ！チャレンジ＞
サッカー、野球、陸上、水泳、カヌー

（スポーツ少年団）
小・中学生

＜おとなハツラツチャレンジ＞
バドミントン、健康体操、ミニバレーボー
ル、フットサル、サッカー、軽スポーツ、
陸上、エアロビクス、ウォーキング、ソフ
トバレー

大　人

【主な会場】
湯布院B&G海洋センター、総合グラウンド、湯布
院中学校グラウンド、由布院小学校グラウンド

【会費等】
●会費　500円／月
●保険料（スポーツ安全保険）
　中学生以下　800円／年
　一般会員　1,850円／年
　シニア会員（65歳以上） 1,000円／年

【申込先・問い合わせ】
ゆふいんチャレンジクラブ（湯布院 B&G 海洋センター内）
☎0977-84-2133

庄内町健康マラソン大会
●日時　12月９日㈰
●場所　庄内総合運動公園　多目的広場
●申込締切　11月22日㈭
●申込先・問い合わせ　庄内公民館
　　　　　☎097-582-0214

由布市民バドミントン大会
●日時　12月23日㈰
●場所　挾間体育センター
●申込締切　12月18日㈫
●参加料　一般・大学生　500円 
　　　　　小中高生　　　100円 
●申込先・問い合わせ　由布市バドミントン協会
　　　　　　　☎090-2588-7812 小俣

教室開催の曜日・時間は
事務局へ

お問い合わせください。

会員募集中！

スポーツイベント情報
第４回ゆふいん軽スポーツ交流会
●日時　12月６日㈭ 午前10時
●場所　湯布院Ｂ＆Ｇ海洋センター　体育館
●種目内容　ソフトペタンク、囲碁ボール
　　　　　　卓球バレー
●申込締切　11月30日㈮
●参加料　ひとり１００円　　
●申込先・問い合わせ
　ゆふいんチャレンジクラブ事務局
　　　　　　　☎0977-84-2133

第３回ゆふいんクリスマス スポーツ交流会
●日時　12月19日㈬ 午後５時
●場所　湯布院Ｂ＆Ｇ海洋センター　体育館
●内容　クリスマス交流お楽しみイベント
●申込締切　12月14日㈮
●申込先・問い合わせ
　ゆふいんチャレンジクラブ事務局　
　　　　　　　☎0977-84-2133

気
軽
に

　
参
加
し
て
ね
！
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第２回 ゆふいんチャレンジカップ
ミニバレーボール大会
　９月25日、ゆふい
んチャレンジクラブ
の主催で開催されま
した。レディース＆
ミックスの部９チー
ム、合計92人が参加
し白熱した試合が繰
り広げられました。
◆優　勝　チョッパー（湯布院）
◆準優勝　フレッシュ（庄内）

第３回 ゆふいんチャレンジカップ
ペタンク大会
　10月14日、ゆふ
いんチャレンジクラ
ブの主催で開催。15
チーム、５歳から85
歳まで69人が参加し
グラウンド全体が笑顔と歓声に包まれました。
◆優　勝　乙丸１Ｂ	 ◆準優勝　西石松大杉会
◆第３位　西石松朝霧会	◆がんばったで賞　ふくちゃんズ

平成２４年度（第４回）挾間町自治区対抗
グラウンドゴルフ大会
　10月６日、挾間町
内19自治区から20
チーム194人が参加
しました。爽やかな
秋空の下、人工芝の
グラウンドでホール
インワン目指しナイスショットを連発しました。
◆優　勝　挾間中村自治区（230打）
◆準優勝　上市自治区Ａ（232打）
◆第三位　北方自治区（245打）

第５回 由布市
スポーツ・レクリエーション大会
　10月21日、庄内町で開催されました。当日はグ
ラウンドゴルフ競技、ミニバレーボー
ル競技、ペタンク競技、公開種目と
してスローピッチソフトボールを実施。
また、同時開催として由布市スポーツ
少年団駅伝交流大会も行われ、多くの
市民がスポーツの秋を楽しみました。

元気いっぱい　笑顔いっぱい！！
湯布院町女性団体連絡協議会スポーツ交流会
　10月11日、湯布
院町女団連スポーツ
交流会が行われまし
た。
　湯布院町内の女性
団体から約60人の参
加があり、全員でラジオ体操をした後、屋内ペタ
ンクでスポーツ交流をしました。体育館内は笑い
声があふれる楽しいひとときとなりました。

平成２４年度
湯布院町職域クラブ対抗軟式野球大会
　10月９日から15
日の４日間開催さ
れました。８チー
ム147人が参加し、
好プレー続出の激
闘が行われました。
◆優　勝　アイアンレイン
◆準優勝　デンジャラース

Yufu スポーツ情報
広場

第３６回自治公民館対抗
スローピッチソフトボール大会
　10月１日から３日の３日間、湯布院町スポー
ツ推進委員会の主催で開催されました。８チーム
167人が参加し、好
プレー・珍プレー続
出の熱戦が行われま
した。
　優勝した湯の坪＆
中島自治区は３連覇
を成し遂げました。
◆優　勝　湯の坪＆中島自治区
◆準優勝　鮎川自治区

第１回 ゆふいんチャレンジカップ
バドミントン大会
　10月15日、ゆふいんチャレンジクラブ主催で開
催され、一般の部と小学生の部15チーム、30人が
参加し盛り上がりを見せました。
◆一般の部
　優　勝　荻本祐輝さん 河野敏彦さん
　準優勝　河野信一さん 圓山登子さん
◆小学生の部
　優　勝　佐野大珠さん 河野日向子さん
　準優勝　澄本結衣奈さん 秋吉百合子さん

▲一般の部　優勝
　荻本祐輝さん　河野敏彦さん

▲小学生の部　優勝
　佐野大珠さん　河野日向子さん

▲選手宣誓の様子
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『消すまでは　出ない行かない　離れない』
防火標語

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま

す
。
火
災
予
防
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発

生
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

・
焚
き
火
を
す
る
と
き
は
、
水
バ
ケ
ツ
・
消
火
の
準
備
を

し
ま
し
ょ
う
。

・
田
の
く
ろ
（
畦
）
、
草
な
ど
を
焼
く
場
合
は
、
消
防
署

に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
乾
燥
し
た
日
、
風
の
強
い
日
に
は
焚
き
火
、
田
の
く
ろ

焼
き
な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
灰
皿
に
水
を
入
れ
る
な
ど
、
事
前
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

・
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
は
、
小
ま
め
に
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
火
災　

い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◆
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置

で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

火
を
消
す
。

◆
４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
る
。

○
寝
具
・
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火

器
等
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

秋の火災予防週
間11/9●〜11/15●金 木

問い合わせ●由布市消防本部　予防課　☎097-583-1500

　
10
月
16
日
、
由
布
市
の
３
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生

か
し
た
発
展
を
目
指
し
て
、
由
布
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
提
言
書
の
進
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
進
達
式
で

は
由
布
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
の
髙

橋
義
孝
副
委
員
長
よ
り
提
言
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
首
藤
市
長
は
「
長
期
間
に
わ
た
っ
て
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
を
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
挾
間
、
庄
内
、
湯
布
院
が
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
活
か

し
な
が
ら
発
展
し
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　
都
市
・
景
観
推
進
課（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１（
内
線
１
２
５
４
）

　
10
月
５
日
、
Ｊ
Ｒ
由
布
院
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
目

指
し
て
、
自
治
委
員
会
や
医
師
会
、
商
工
・
観
光
関
係
者
ら
が

首
藤
市
長
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
要
望
書
は
湯
布
院
地

区
自
治
委
員
会
や
湯
布
院
町
医
師
会
、
湯
布
院
町
商
工
会
、
由

布
院
温
泉
観
光
協
会
、
由
布
院
温
泉
旅
館
組
合
の
連
名
で
、

湯
布
院
地
区
自
治
委
員
会
の
後
藤
久
生
会
長
か
ら
首
藤
市
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
首
藤
市
長
は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
る
こ
と
は

同
感
で
す
。
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
環
境
の
構
築
を
Ｊ
Ｒ
九
州
と
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
９
月
26
日
、
挾
間
町
で
活
動
し
て
い
る
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
ピ
ー
ス
フ
ル
」
よ
り

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

個
性
あ
る
発
展
を
目
指
し
て

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
要
望
！

寄
付
の
お
礼
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12月
は
年
末
滞
納
整
理
強
化
月
間

　
由
布
市
は
12
月
を
「
年
末
滞
納
整
理
強

化
月
間
」
と
し
て
、
滞
納
を
な
く
す
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
日
、
仕
事

な
ど
の
都
合
に
よ
り
窓
口
に
来
ら
れ
な
い

方
を
対
象
に
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
）
の
休
日
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
い
と
、
納
め
た

人
と
の
間
に
負
担
の
公
正
を
欠
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
市
税
な
ど
は
必
ず
納
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
期
間

　
土
日
・
祝
日
を
除
く

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
ま
で

　
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
、
安
全
、
確

実
な
「
口
座
振
替
」
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

●
納
付
に
出
か
け
る
手
間
が
あ
り
ま
せ

ん
。
忙
し
く
て
納
付
に
行
け
な
い
、
不

在
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
方
に
は
特
に

便
利
で
す
。

●
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
も
な
く
な
る
の

で
安
全
で
す
。

●
納
期
限
を
過
ぎ
る
こ
と
な
く
確
実
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
一
度
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
翌
年
度

以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
土
地
・
建
物
等
の
相
続
に
よ

り
、
所
有
者
が
変
更
に
な
っ
た
り
し
た

場
合
等
に
は
、
再
度
手
続
き
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
に
必
要
な
も
の

・「
納
税
通
知
書
」や「
領
収
書
」等
の
通
知

書
番
号
の
わ
か
る
も
の

・
預
貯
金
通
帳

・
通
帳
届
出
印

●
利
用
で
き
る
金
融
機
関

　
大
分
銀
行　
豊
和
銀
行　
大
分
み
ら
い

信
用
金
庫　
大
分
県
信
用
組
合　
大
分
県

農
業
協
同
組
合　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
12
月
2
日
㈰

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
ま
で

●
12
月
9
日
㈰

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
ま
で

由
布
市
庄
内
庁
舎
３
階　
収
納
課

収
納
課（
庄
内
庁
舎
） 
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１（
内
線
３
０
２
、
３
０
３
）

納
税
相
談

口
座
振
替
の
ご
案
内

休
日
納
税
相
談

相
談
場
所

問
い
合
わ
せ

平
成
24
年
度

由
布
市
職
員
採
用
試
験
案
内

■採用職種並びに採用予定数
　①一般行政職

試験職種 試験区分 対象者 採用数

E 一般行政職
（身体障がい者枠） Ⅲ種

○昭和57年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人で身体障
害者福祉法第15条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人	

○自力による運動ができ、かつ、介助なしに職務の遂行が可能な人
○活字印刷物による出題および口頭による面接試験に対応できる人

若
干
名

■受験資格
　　地方公務員法第 16 条に該当する人は受験できません。
　☆試験区分
　　Ⅲ種 : 高校卒業程度以上の学力を有する人
　◎性別、日本国籍の有無は問いません。

■受付期間
　11月12日から12月14日（土日は除く）午前８時30分から午後５時まで
　※郵送された申込書は、12月14日付までの消印有効

■試験日等
　☆第１次試験日　12月21日㈮
　○教養試験　　　公務員として必要な知識および知能について択一式による筆記試験
　○試験場所　　　由布市役所庄内庁舎３階大会議室（由布市庄内町柿原302番地）
　☆第２次試験日　平成25年１月中旬予定
　　※第２次試験の日程および内容については、第１次試験合格者に別途通知します。

■受験申込書の受付・請求・問い合わせ
　由布市役所 総務部 人事職員課　　　　　　☎097-582-1111(内線 331・332)
　　〒879-5498 由布市庄内町柿原302番地

※申込書と受験票に必要事項を記入し、受験者の住民票（抄本）を添付してください。
※職員採用試験案内と試験申込書および受験票は、挾間振興局、庄内振興局、湯布院振興局の各地域振興課にも置いています。ま

た、由布市のホームページからも印刷できます。
※郵便で試験申込書を請求する場合は、封筒の表に「試験申込書請求」と朱書し、あて先を明記し、返信用封筒を同封して市役所

人事職員課まで請求してください。返信用封筒は非定型封筒を使用し、120円切手を貼ってください。

身
体
障
が
い
者
枠
・
再
募
集
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23平
成
23
年
度

市
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

9
月
の
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
由
布
市
の
平
成
23
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。  

会計別決算状況
会　　計　 歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 174億 176万円 166億6,557万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 44億1,623万円 41億7,039万円
老 人 保 健 特 別 会 計 169万円 169万円
介 護 保 険 特 別 会 計 36億6,160万円 35億7,852万円
後期高齢者医療特別会計 3億7,940万円 3億7,693万円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億2,760万円 2億2,576万円
公共下水道事業特別会計 1億5,442万円 1億5,442万円
農業集落排水事業特別会計 1億2,183万円 1億1,895万円
健康温泉館事業特別会計 1億3,526万円 1億3,412万円

会　　計　 収　　入 支　　出

上 水 道 事 業 収益的 5億1,394万円 4億9,646万円
資本的 5,164万円 2億5,128万円

平成23年度 平成22年度

歳 入 総 額 174億 176万円 190億8,672万円

歳 出 総 額 166億6,557万円 182億 557万円

差 引 額 7億3,620万円 8億8,114万円
差引額の内、翌年度
へ繰越すべき財源 9,257万円 1億5,270万円

実 質 収 支 6億4,363万円 7億2,844万円

歳 入 

市税
22.7%

地方交付税
33.1%

譲与税・交付金
4.1%

国庫支出金
13.0% 依存財源

69.0%

県支出金
7.6% 自主財源

31.0%

分担金および負担金
2.6%

繰越金
3.0%

市債
11.1％

諸収入など
2.7%

　

歳
入
・
歳
出
と
も
に
平
成
22
年
度
よ
り
減
少
し
て
お
り
、

実
質
収
支
が
６
億
４
，３
６
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
円
グ
ラ
フ
を
見
て
み
る
と
、
市
の
自
主
的
な
収

入
（
税
金
や
分
担
金
な
ど
）
よ

り
国
・
県
支
出
金
や
地
方
交
付

税
な
ど
の
依
存
的
な
収
入
の
占

め
る
割
合
が
大
き
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。  

一
般
会
計
の
決
算
状
況

決算は、平成23年４月１日から平成24年
３月31日までの間に、市に入ったお金と市
が使ったお金をまとめたものなんだ。

ゆーふー

一般会計の実質収支
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消防費
3.8％

商工費
0.9％

歳 出 
（目的別）

民生費
30.5％

教育費
14.2％

その他
1.8％

公債費
10.9％

衛生費
9.1％

農林水産業費
4.4％

総務費
14.2％

議会費
1.4％

　

健
全
化
判
断
比
率
は
、
自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を

未
然
に
防
ぐ
目
的
で
算
定
す
る
財
政
指
標
で
す
。
指

標
の
う
ち
一
つ
で
も
「
早
期
健
全
化
基
準
」
以
上
に

な
る
と
自
主
的
な
財
政
健
全
に
努
め
る
こ
と
に
な
り
、

「
財
政
再
生
基
準
」
以
上
に
な
る
と
健
全
化
に
向
け
、

国
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

歳
出
の
円
グ
ラ
フ
は
目
的
別
に
支
出
し
た

お
金
を
ま
と
め
て
お
り
、
民
生
費
や
総
務
費
、

教
育
費
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

民
生
費
は
、
福
祉
分
野
に
使
わ
れ
る
経
費

で
あ
り
、
介
護
予
防
事
業
や
児
童
施
設
の
整

備
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
務
費
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
聴
対
策
、

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
学
校
や
社
会
教
育
等
に
関
係

す
る
経
費
で
あ
り
、
由
布
院
小
学
校
の
建
設

や
挾
間
小
学
校
・
谷
小
学
校
の
耐
震
改
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
債
費
は
、
市
の
借
金
を
返
済
す

る
経
費
で
あ
り
、
平
成
23
年
度
末
の
残
高
は

約
１
８
５
億
4
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
目
的
別
の
主
な
経
費
は
次
頁
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率

～
用
語
解
説
～

・
実
質
収
支
…
歳
入
と
歳
出
の
差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
を
除
い
た
額

・
実
質
赤
字
比
率
…
標
準
的
な
収
入
に
対
す
る
一
般
会
計
の
赤
字
額
の
比
率

・
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
標
準
的
な
収
入
に
対
す
る
全
会
計
の
赤
字
額
の
比
率

・
実
質
公
債
費
比
率
…
標
準
的
な
収
入
に
対
す
る
実
質
的
な
公
債
費
の
比
率

・
将
来
負
担
比
率
…
標
準
的
な
収
入
に
対
す
る
将
来
負
担
す
べ
き
負
債
等
の
比
率

・
資
金
不
足
比
率
…
一
般
会
計
以
外
の
会
計
で
資
金
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
表
示
さ
れ
る
比
率

由布市の数値は、全ての指標
において、財政悪化の基準未
満であり、前年度の数値より
もさらに良くなっているよ。

　　由布市の数値　 〔（　）内は平成22年度の数値〕 早期健全化基準
（⑤は経営健全化基準） 財政再生基準

①実質赤字比率 　　0％（0％） 13.25％〜 20.0％〜

②連結実質赤字比率 　　0％（0％） 18.25％〜 30.0％〜

③実質公債費比率 　　　　　　　8.0%（9.3％） 25.0％〜 35.0％〜

④将来負担比率 　　　　51.1%（60.6％） 350.0％〜

⑤資金不足比率 　　0％（0％） 20.0％〜

健全化判断比率

※0％は赤字額や資金不足がないことを示します。

財政健全 財政悪化

土木費
8.8％

市報ゆふ2012.11◀⑨



平成23年度の目的別の主な経費
民生費
子ども手当支給 5億9,753万円
児童健全育成事業 6,585万円
介護予防・地域支え合い事業 1,748万円
子育て支援対策事業 940万円

総務費
地域情報通信基盤整備推進事業 6,948万円
コミュニティバス運行事業 4,072万円
地上デジタル放送施設整備補助金 1,395万円
由布コミュニティー事業
（地域の底力再生事業） 378万円

教育費
由布院小学校建設事業 6億8,247万円
挾間・谷小学校耐震補強事業 3億6,154万円
遠距離通学事業 3,081万円

衛生費
乳幼児医療費助成事業 7,440万円
子宮頸がん等予防接種事業 4,756万円
小型合併処理浄化槽設置事業 4,275万円

農林水産業費
経営構造対策補助金 3,430万円
戸別所得補償制度推進事業 1,075万円
活力ある水田農業振興対策事業 613万円

土木費
道路新設改良費 8億4,843万円
無電柱化事業 8,785万円
都市計画マスタープラン策定事業 767万円

消防費
消防無線デジタル化対応推進事業 987万円
災害対策事業（非常用資器材購入） 652万円
消防団員用品整備事業（法被購入） 559万円

商工費
地域観光情報発信業務 1,293万円
プレミアム付きお買い物券発行補助金 1,150万円
イベント事業 1,134万円

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

な
ら
び
に
水
道
事
業
会
計
の
決
算
審
査
に
当

た
っ
て
は
、
証
拠
書
類
の
整
備
状
況
、
計
数

の
正
確
性
、
財
産
お
よ
び
基
金
の
管
理
状
況

等
に
主
眼
を
お
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
決
算
書
表
示
の
計
数
は
関

係
諸
帳
票
お
よ
び
証
拠
書
類
と
合
致
し
て
い

て
、
ま
た
歳
入
お
よ
び
歳
出
に
つ
い
て
も
条

例
等
に
基
づ
い
て
的
確
に
処
理
さ
れ
、
財
産

お
よ
び
基
金
に
つ
い
て
も
適
正
に
管
理
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

決
算
書
等
に
つ
い
て
も
、
内
容
は
正
確
に

表
示
さ
れ
て
い
て
、
決
算
全
体
を
適
正
で
あ

る
と
認
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
の
指
標
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回

っ
て
い
て
、
財
政
収
支
が
不
均
衡
な
状
況
と

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
の
会
計
に
お

い
て
も
当
該
比
率
は
な
く
、
経
営
健
全
化
基

準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
を
も
っ
て
老
人
保
健
特
別

会
計
お
よ
び
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の

２
会
計
が
廃
止
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
決
算
の
特
徴
と
し
て
、
歳
入
歳

出
と
も
に
財
政
規
模
が
大
き
く
縮
小
し
て
い

ま
す
が
、
前
年
度
の
歳
入
歳
出
額
が
地
域
振

興
基
金
の
造
成
に
係
る
例
外
的
な
も
の
で
あ

り
、
本
市
固
有
の
財
政
規
模
の
推
移
を
常
に

観
察
し
て
、
独
自
の
財
政
運
用
を
見
据
え
た

予
算
執
行
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

次
に
、
人
件
費
、
扶
助
費
お
よ
び
公
債
費

を
合
わ
せ
た
歳
出
総
額
に
占
め
る
義
務
的

経
費
の
割
合
が
軒
並
み
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

扶
助
費
は
制
度
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ま

た
人
件
費
に
つ
い
て
も
人
員
削
減
や
職
員
の

給
与
カ
ッ
ト
に
よ
る
施
策
が
認
め
ら
れ
ま
す

が
、
経
常
収
支
の
動
向
に
は
常
に
注
視
し
て
、

柔
軟
性
の
あ
る
財
政
構
造
の
構
築
に
向
け
て
、

行
財
政
改
革
を
引
き
続
き
推
進
し
て
く
だ
さ

い
。

　

最
後
に
、
本
年
度
の
決
算
を
総
じ
て
み
ま

す
と
、
事
業
見
直
し
と
並
行
し
て
、
小
学
校

耐
震
工
事
等
の
投
資
的
な
事
業
を
進
め
て
い

て
、
バ
ラ
ン
ス
を
鑑
み
た
財
政
運
営
が
実
施

さ
れ
た
と
判
断
で
き
ま
す
。
景
気
の
停
滞
や

雇
用
の
低
迷
が
続
く
中
、
東
日
本
大
震
災
等

の
発
生
が
追
い
討
ち
を
か
け
、
日
本
の
経
済

は
さ
ら
に
先
の
読
め
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
生
活
保
護
費
受
給
者
の
増

加
、
超
高
齢
化
社
会
へ
の
進
展
に
よ
り
、
社

会
保
障
費
の
占
め
る
割
合
は
年
々
大
き
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
市
の
財
政
状
況

も
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
地
域
主
権
が
進
む
上
で
、
地
方

独
自
の
財
政
運
営
が
試
さ
れ
て
い
る
時
期
で

あ
る
と
も
考
え
ら
ま
す
。
本
市
の
地
域
性
を

活
か
し
た
施
策
を
積
極
的
に
行
っ
て
、
自
主

自
立
し
た
財
源
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

市
の
財
政
運
営
を
行
う
上
で
、
法
令
順
守

の
下
に
事
務
執
行
を
行
う
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
特
性
を
活
か
す

積
極
的
な
市
政
運
営
に
よ
っ
て
、
住
み
良
さ

日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
職
員
一
人

ひ
と
り
の
前
進
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

決
算
審
査
を
終
え
て  

市
監
査
委
員 

佐
藤　

健
治

田
中
眞
理
子

◀由布院小学校（平成23年６月完成）
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平成24年度上半期 財政状況報告
由布市の
家計簿

市有財産の状況

土地 建物 出資金 基金
26,156,783.63㎡ 170,572.79㎡ 4億393万円 56億1,308万円

その他の会計

会計名 予算額 執行済額 執行率

上 水 道
事 業

収益的収入 4億8,646万円 2億5,330万円 52.1%

収益的支出 5億 796万円 1億5,393万円 30.3%

資本的収入 2億2,848万円 7,721万円 33.8%

資本的支出 5億1,629万円 1億7,231万円 33.4%

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険 45億 796万円 20億7,998万円 46.1% 19億7,045万円 43.7%

介 護 保 険 38億8,282万円 17億7,694万円 45.8% 15億5,767万円 40.1%

後期高齢者医療 4億 856万円 1億3,191万円 32.3% 1億1,611万円 28.4%

簡易水道事業 2億8,252万円 1億3,119万円 46.4% 9,136万円 32.3%

農業集落排水事業 1億 171万円 4,899万円 48.2% 4,663万円 45.8%

健康温泉館事業 1億2,780万円 8,110万円 63.5% 5,921万円 46.3%

市債( 市が借りているお金 )の現在高

216億1,479万円
　市債は道路や学校、水道施設などを
建設する場合などに発行しています。
前年度同期の残高よりも5,152万円増
加していますが、由布院小学校の建設
や挾間・谷小学校の耐震改修等に発行
したためです。

一 般 会 計 177億4,594万円

上 水 道 事 業 会 計 21億8,921万円

農業集落排水事業会計 7億8,926万円

健康温泉館事業会計 2億1,000万円

介 護 保 険 会 計 5,005万円

一時借入金の状況
平成24年9月30日現在、一時借入金
の現在高はありません。

　市では、予算の執行状況や市の財産の内訳などを市民の皆さんに知っていた
だくために、年２回財政状況を公表しています。今回は、平成24年度上半期
（平成24年９月30日現在速報値）の状況についてお知らせします。
　平成24年度の一般会計予算は、当初163億8,649万円でスタートして、その
後の補正で167億501万円となりました。この予算額に対する収入済額は85
億8,714万円（収入率51.4％）、支出済額は76億602万円（執行率45.5％）
となっています。

一般会計

歳入 ( 市に入ってきたお金 )
区 分 予算額 収入済額 収入率

市 税 37億2,741万円 26億6,000万円 71.4%
地 方 譲 与 税 2億1,477万円 6,422万円 29.9%
利子割交付金 829万円 298万円 36.0%
配当割交付金 371万円 117万円 31.6%
地方消費税交付金 3億6,391万円 1億9,250万円 52.9%
地 方 交 付 税 55億 374万円 39億3,098万円 71.4%
分担金および負担金 4億7,942万円 1億9,154万円 40.0%
使用料および手数料 2億4,045万円 1億3,079万円 54.4%
国 庫 支 出 金 21億3,834万円 7億4,681万円 34.9%
県 支 出 金 12億8,987万円 1 億8,991万円 14.7%
繰 入 金 1億834万円 135万円 1.2%
諸 収 入 1億2,137万円 9,004万円 74.2%
市 債 20億5,640万円 0万円 0.0%
そ の 他 4億4,900万円 3億8,484万円 85.7%
合 計 167億501万円 85億8,714万円 51.4%

歳出 ( 市が使ったお金 )
区 分 予算額 支出済額 執行率

議 会 費 1億9,888万円 1億 869万円 54.7%
総 務 費 22億5,336万円 10億9,422万円 48.6%
民 生 費 53億7,102万円 25億3,868万円 47.3%
衛 生 費 15億 640万円 7 億6,899万円 51.0%
労 働 費 530万円 530万円 100.0%
農林水産業費 7億9,395万円 1億3,809万円 17.4%
商 工 費 1億5,858万円 9,358万円 59.0%
土 木 費 13億5,610万円 2億3,825万円 17.6%
消 防 費 6億7,533万円 2億9,600万円 43.8%
教 育 費 22億9,187万円 13億7,526万円 60.0%
災 害 復 旧 費 1億5,204万円 2,640万円 17.4%
公 債 費 18億9,042万円 9億1,866万円 48.6%
諸 支 出 金 1,176万円 391万円 33.2%
予 備 費 4,000万円 0円 0.0%
合 計 167億501万円 76億602万円 45.5%

問い合わせ◆財政課財政係  ☎ 097-582-1111（内線 215）

市民一人当たりに
換算すると…

皆さんが
市に納めた税金は
73,739円

平
成
24
年
度
上
半
期
に
お
い
て
皆
さ
ん
の
た
め
に
使
わ
れ
た
費
用
は

総務費
30,333円

民生費
70,376円

衛生費
21,317円

農林水産業費
3,828円	

商工費
2,594円	

土木費
6,605円	

消防費
8,206円

教育費
38,124円

公債費
25,467円

その他	 	
4,000円	
平成24年9月末

人口36,073人で算出
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発医薬品と同じ有効成分、同じ効能・効果を持つ後発医薬品のことです。

(平成23年9月診療分と平成24年4月診療分の比較)
後発医薬品への切替率は、大変低い状況です！【県内第16位】

　⇒１人当たりの効果額は、共に県内上位ですので、切替率順位が上がれば、一層の削減効果額が見
込めます。

(平成23年9月診療分と平成24年4月診療分の比較)
皆さん積極的に、かかりつけ医師・薬剤師へ、後発医薬品についてご不明な点は何でもご相談くだ
さい。

　⇒特に60～70歳代の方々は、切替対象の方が比較的多いようです。
　保険者負担額・自己負担額も同様に多い状況です。
　⇒その分だけ、切替人数が増えれば、各負担額も一層の削減効果が見込めます。

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

70-74
65-69
60-64
55-59
50-54
45-49
40-44
35-39
30-34
25-29
20-24
15-19
10-14
5-9
0-4

年
齢
階
層

通知書発行者の状況 人数（人）

切替対象人数

切替人数
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年
齢
階
層

発行者の切替による削減効果 負担額（円）

0 20000 40000 60000 80000 100000 120000

保険者負担額

自己負担額

1. 保険者別後発医薬品切替状況および削減効果一覧表

2. 年齢階層別後発医薬品切替状況および削減効果表（由布市）

ってご存じですか？

大分県国民健康保険団体連合会作成

大分県国民健康保険団体連合会作成

保険者名

発行分
後発医薬品への切替状況 切替による削減効果 (円 )

順　位 切替率（％） 保険者負担額 自己負担額
順　位 一人当たりの効果額 順　位 一人当たりの効果額

大分市 10 13.0 6 2,081 3 753 
別府市 14 11.0 2 2,497 3 753 
中津市 12 12.4 10 1,830 9 662 
日田市 1 16.4 8 2,053 7 683 
佐伯市 11 12.7 11 1,806 11 616 
臼杵市 13 12.0 16 1,574 12 609 
津久見市 9 13.5 12 1,725 10 621 
竹田市 2 16.3 13 1,628 16 557 
豊後高田市 14 11.0 1 2,634 13 602 
杵築市 8 14.0 7 2,077 8 666 
宇佐市 5 14.8 15 1,591 14 575 
姫島村 5 14.8 17 1,354 17 520 
日出町 7 14.3 14 1,619 15 571 
九重町 18 9.3 4 2,198 2 782 
玖珠町 17 9.8 18 1,346 18 384 
豊後大野市 3 15.8 5 2,117 5 735 
由布市 16 10.2 3 2,441 1 895 
国東市 4 15.2 9 1,899 6 698 

13.1 2,001 693 
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ジェネリック医薬品
　ジェネリック医薬品とは、先発医薬品 ( 新薬 ) の特許が切れた後に販売される、先

先発医薬品より安価
で、経済的です。

⇒患者さんの自己負担の軽減、医療保険財政改善につながります。
※価格は品目ごとにさまざまですが、先発医薬品の半額以下の薬も

あります。
※特に、生活習慣病(糖尿病・高血圧症・脂質異常症)等、治療が長

期にわたる慢性疾患の方におすすめします。

効き目や安全性は
先発医薬品と同等です。

⇒国では、後発医薬品が先発医薬品と同じレベルの品質・有効性・
安全性を有するかどうかについて、欧米と同様の基準で審査を
行っています。

 ※薬の形や色、味は先発医薬品と異なる場合があります。

欧米では幅広く
使用されています。

⇒アメリカ、イギリス、ドイツなどでは、使用されている医療用医
薬品の約半数がジェネリック医薬品です。

⇒日本の後発医薬品の市場占有率は、2割に満たないのが現状で
す。

●ジェネリック医薬品を希望される場合は、気軽に
医師・薬剤師にご相談ください。

●ジェネリック医薬品希望カードを切り取ってご利
用ください。

※ 枚数不足の場合はコピー可能です。

問い合わせ◆保険課（湯布院庁舎）　☎ 0977-84-3111（内線 337）

医師・薬剤師の皆さまへ

ジ ェ ネ リ ッ ク 医 薬 品
希 望 カ ー ド

私はジェネリック医薬品を
希望します。

●変更可能であれば、ジェネリック医薬品へ
変更をお願いします。

ジェネリック医薬品について、わからないことはこちらへ

氏名

医薬品医療機器総合機構（医薬品相談）
日本薬剤師会（くすり相談窓口）
かんじゃさんの薬箱

切 り 取 り

☎03-3506-9457
☎03-3353-2251

http://generic.gr.jp/
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講師プロフィール

挾間町出身・在住。
自治医科大卒。10 年間地域医療に従事
し、その後 20 年間保健行政に携わり、
健康な町づくりを目指しています。

　今年は健康診断を受けましたか？まだのあなた！！19歳から39歳までの由布市民であれ
ば、健康保険に関係なく、1,000円で健康診断が受けられます。若いころから自分の健康
状態を確認しておくことは、ご自身の健康はもとより、ご
家族の健康を守ることになります。ぜひ受診ください。
　健康診断には、由布市民と分かるものをご持参くださ
い。健康診断の会場は次のとおりです。

●平成24年度由布市健診日程
　11月27日㈫ 午前９時30分～午前11時 ……… 挾間健康センター
　11月28日㈬ 午前９時30分～午前10時30分 … ゆふいんコミュニティセンター
　11月29日㈭ 午前９時30分～午前10時 ……… 庄内保健センター
●健診料　1,000円
※50～60歳代で発症する脳・心臓血管疾患や腎臓障害（糖尿病の合併症など）は発症の

おおよそ20年前ごろから進行しています。
※この進行過程では自覚症状がほとんどないことから、これを予防するためには20～40

歳代の健診受診やその結果をもとにした生活習慣の改善が大切です。

問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）☎0977-84-3111（内線363）

40歳未満の方へ

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたと
きやご自身が出産や子育てに悩んだときには、
児童相談所や市町村の窓口に連絡してくださ
い。
◎児童虐待とは…
【身体的虐待】
殴る、蹴る、投げ落とす、やけどを負わせる、溺れ
させる　など

【性 的 虐 待】
子どもへの性的行為、性的行為を見せる　など

【ネグレクト】
家に閉じ込める、食事を与えない、放置する　など

【心理的虐待】
言葉による脅し、無視、差別的扱い　など
　児童相談所や市町村の窓口へ連絡・相談くだ
さい。

問
い
合
わ
せ

大分県中央児童相談所
☎097-544-2016
由布市役所 子育て支援課（湯布院庁舎）
☎0977-84-3111（内線301）
地域振興課（庄内庁舎）
☎097-582-1111（内線136）
地域振興課（挾間庁舎）
☎097-583-1111（内線1231）

11月は児童虐待防止推進月間です平成24年度　由布市　生活習慣病対策

　今や日本人の５人に１人は糖尿病と言われてい
ます。糖尿病を理解して、生活習慣の改善や糖尿
病の治療に取り組みましょう！

日時▶12月６日㈭ 午後１時30分～午後３時
　　　※午後１時から受付開始
場所▶市役所庄内庁舎　３階大会議室
内容▶参加費：無料
　　 （ご自由に参加ください）
≪講　　演≫
　テーマ　知って得する糖尿病の話
　講　師　中部保健所 所長　藤内 修二 氏

【問い合わせ】 健康増進課（湯布院庁舎）
　　　　　　 ☎ 0977-84-3111 （内線 363）

糖尿病
予　防 市 民 講 演 会 Part.2

健康診断のススメ
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ひとり親家庭等医療費助成制度の変更について
　12月１日の診療分から由布市の「ひとり親家庭等医療費助成制度」の手続きが変
更になり、現物給付化に伴い受給者証の発行をしますので、お知らせします。
医療機関で一部自己負担金を支払ってください。
【県内】
　これまでは、医療保険の金額を医療機関で支払っていましたが、今後は、次の一
部自己負担金を支払っていただきます。（保険診療以外のものについては、支払いが
必要です。）
【親】
　通院：１医療機関ごと1回500円まで（負担上限：月４回）	最大2,000円
　入院：１医療機関ごと1日500円まで（負担上限：月14日）	最大7,000円
　薬局：無料	 	 	 	 	 	 	
※医療機関に一部自己負担金を支払い、領収書や証明書を市役所へ提出していた
だき負担金分は後日振り込みにより助成をします。

【児童】通院、入院、薬局：いずれも無料
【県外および受診の際に証書を忘れた方】
　従来通り、市役所へ領収書や証明書を提出してください。後日振り込みにより助
成をします。
受給者証について
　今回の変更に伴い、受給者証を１１月末日までに送付します。
問い合わせ
　子育て支援課（湯布院庁舎）　　　☎0977-84-3111（内線304）
　地域振興課福祉対策係（挾間庁舎）☎097-583-1111（内線1233）
　地域振興課福祉対策係（庄内庁舎）☎097-582-1111（内線136）

区
域
外
就
学（
園
）申
請
に
つ
い
て

　

来
年
度（
４
月
１
日
）か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
自
分
の
校
区（
園
）で
は
な

い
校
区（
園
）に
就
学
・
就
園
を
希
望
さ
れ
る
ご
家
庭
の
保
護
者
は
、
区
域
外
就

学（
園
）申
請
を
12
月
10
日
ま
で
に
、
学
校
教
育
課
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
の
定
例
教
育
委
員
会
で
審
査
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
以
降
に
区
域
外
就
学（
園
）を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
随
時
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
認
定
要
件
は
、
由
布
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１（
内
線
２
３
３
）

　
10
月
16
日
、
挾
間
町
酒
野
自
治
区
の
30

年
来
空
き
家
に
あ
る
、
市
道
脇
の
大
木
の

伐
採
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
木

は
長
い
間
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
傾
き

が
激
し
く
、
小
学
校
に
通
学
す
る
子
ど
も

た
ち
や
通
行
す
る
車
が
危
な
い
と
危
惧
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
枝
が
電
線
に
接
触
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
九
電
工
大
分
配
電
工

事
営
業
所
が
快
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
伐
採

作
業
を
実
施
し
て
く
れ
ま
し
た
。
作
業
は

地
区
民
６
人
と
一
緒
に
行
い
、
大
木
は
午

前
中
に
は
伐
採
さ
れ
、
安
心
し
て
通
学
や

バ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
！
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平
成
24
年
度 

由
布
市
教
育
委
員
会
事
務
の
管
理
お
よ
び
執
行
状
況
に
関
す
る

点
検
・
評
価（
平
成
23
年
度
対
象
）
報
告
書
を
公
表
し
ま
す

　
由
布
市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
23
年
度

中
の
教
育
行
政
の
状
況
に
つ
い
て
点
検
・

評
価
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
報
告

書
に
取
り
ま
と
め
、
こ
の
た
び
市
民
の
皆

さ
ん
に
公
表
し
ま
す
。

　
こ
の
報
告
書
は
８
月
22
日
の
第
８
回
定

例
教
育
委
員
会
で
決
定
し
、
由
布
市
議
会

第
３
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
本

稿
で
は
報
告
書
の
概
要
を
ご
紹
介
し
、
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
由
布
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
希
望
さ

れ
る
方
に
は
報
告
書
の
印
刷
物
を
準
備
し

ま
す
の
で
、
由
布
市
教
育
委
員
会
ま
た
は

各
地
域
振
興
課
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

　
報
告
書
の
概
要

　

平
成
24
年
度
の
報
告
書
は
、
平
成
23
年

度
に
行
っ
た
教
育
委
員
会
の
活
動
、
教
育

委
員
会
が
管
理
・
執
行
す
る
事
務
、
管

理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務
の

３
項
目
に
つ
い
て
、
当
該
年
度
の
教
育
方

針
の
具
体
化
の
達
成
度
を
尺
度
に
点
検
・

評
価
し
た
も
の
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
の
活
動

　

教
育
委
員
会
の
会
議
は
原
則
と
し
て
公

開
で
、
毎
月
１
回
の
定
例
会
と
必
要
に
応

じ
て
行
う
臨
時
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
12
回
の
定
例
会
と
４
回
の

臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
の

研
修
活
動
と
し
て
、
県
等
の
主
催
す
る
研

修
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会

に
参
加
し
、
自
己
研
鑚
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
全
小
中
学
校
と
幼
稚
園

お
よ
び
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
連

携
型
中
高
一
貫
教
育
が
導
入
さ
れ
た
由
布

高
校
を
訪
問
し
、
教
育
に
関
す
る
意
見
交

換
と
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
が
管
理
・
執
行
す
る
事
務

　

定
例
教
育
委
員
会
・
臨
時
会
に
お
い
て

教
育
方
針
の
決
定
を
は
じ
め
、
議
会
へ
の

提
出
議
案
の
審
議
、
教
育
委
員
会
規
則
等

の
制
定
・
改
廃
、
申
請
の
あ
っ
た
行
事
等

の
教
育
委
員
会
の
共
催
・
後
援
の
決
定
等

を
行
い
ま
し
た
。

◆
管
理・執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務

　

教
育
委
員
会
事
務
局
の
行
っ
た
事
務
・

事
業
に
つ
い
て
「
学
校
教
育
に
関
す
る
こ

と
」、「
生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と
」
の
２

分
野
に
分
け
、
点
検
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

《
学
校
教
育
》

　

確
か
な
学
力
の
育
成
で
は
、
基
礎
基
本

の
徹
底
、
指
導
方
法
・
体
制
の
改
善
等
の

面
で
、
学
力
向
上
支
援
教
員
５
人
を
市

内
小
学
校
に
継
続
配
置
し
た
ほ
か
、
由
布

市
学
力
向
上
会
議
の
開
催
お
よ
び
学
習
定

着
状
況
調
査
の
実
施
、
幼
稚
園
か
ら
高
等

学
校
の
連
携
促
進
に
よ
る
相
互
の
交
流

等
、
教
育
活
動
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
国
際
理
解
教
育
の
推
進
と
し

て
、
楽
し
み
な
が
ら
英
語
を
学
び
親
し
め

る
よ
う
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）を
市

独
自
に
小
学
校
に
３
人
、
中
学
校
に
３
人

を
配
置
し
、
指
導
・
研
修
を
図
り
ま
し
た
。

特
別
支
援
教
育
に
お
い
て
は
、
小
学
校
に

21
人
、
中
学
校
に
１
人
、
幼
稚
園
に
３
人

の
特
別
支
援
員
お
よ
び
支
援
教
諭
を
配
置

し
、
個
人
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
就
学
指
導
委
員
会
を
開
催
し
、
適

切
な
就
学
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
環
境
教

育
の
推
進
で
は
、
「
学
校
エ
コ
運
動
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
教
育
情
報
化
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
を

行
い
、
教
科
指
導
や
機
器
・
教
材
の
活
用

を
図
り
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

で
は
、
各
学
校
が
地
域
と
連
携
し
た
活
動

や
職
場
体
験
学
習
な
ど
に
取
り
組
み
、
適

正
な
勤
労
観
と
職
業
観
の
育
成
を
図
り
ま

し
た
。

　

豊
か
な
心
の
育
成
で
は
、
道
徳
・
人

権
・
心
の
教
育
を
、
学
校
経
営
案
・
指

導
計
画
に
位
置
づ
け
、
道
徳
・
人
権
教
育

の
進
展
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
教
職
員

の
研
修
を
人
権
教
育
研
究
会
等
で
進
め

ま
し
た
。
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
図
書
館
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
か
ら
各
学
校

へ
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
活
か
し
、
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連
携
し
た

読
書
活
動
の
推
進
お
よ
び
読
書
習
慣
の
確

立
を
図
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸

術
活
動
の
促
進
は
、
国
や
県
の
事
業
を
活

用
し
て
貴
重
な
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
教
育
相
談
・
生
徒

指
導
・
進
路
指
導
の
充
実
に
お
い
て
は
、

大
分
県
の
自
立
支
援
事
業
お
よ
び
子
ど
も

サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
を
活
用
し
、
教
育
相
談

員
に
よ
る
相
談
体
制
を
設
け
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
い
じ
め
・
不
登
校
の

相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
体
験
的
活

動
・
郷
土
を
愛
す
る
心
の
育
成
等
は
、
地

域
人
材
を
活
用
し
、
稲
作
・
シ
イ
タ
ケ
栽

培
の
体
験
活
動
や
地
域
の
歴
史
を
聞
く
等

の
活
動
を
通
し
て
人
と
か
か
わ
る
体
験
の

充
実
と
郷
土
愛
の
育
成
を
図
り
ま
し
た
。

　

健
や
か
な
体
の
育
成
で
は
、
中
学
校
部

活
動
の
外
部
指
導
者
に
対
す
る
支
援
、
体

育
専
科
教
員
の
小
学
校
配
置
を
行
い
ま

し
た
。
健
康
教
育
に
お
い
て
は
、
栄
養
教

諭
や
学
校
栄
養
職
員
の
活
用
に
よ
り
、
市

内
全
学
校
・
園
で
食
育
の
指
導
を
実
施
し
、

食
育
の
大
切
さ
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
ま

た
「
早
寝
・
早
起
・
朝
ご
は
ん
」
の
生
活

習
慣
の
普
及
が
、
引
き
続
き
学
校
・
家
庭

の
連
携
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
安

心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
の
推
進
で
は
、

校
舎
・
施
設
の
営
繕
を
行
い
教
育
環
境
の

安
全
管
理
、
安
全
点
検
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
し
た
。
学
校
規
模
適
正
化
計
画
の
推

進
で
は
、
規
模
適
正
化
計
画
第
２
期
対
象

校
へ
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
学
校

耐
震
化
整
備
計
画
の
推
進
で
は
、
耐
震
診

断
結
果
に
よ
り
４
小
学
校
の
改
築
・
補
強

工
事
と
２
中
学
校
の
実
施
設
計
・
用
地
測

量
を
行
い
ま
し
た
。
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中
高
一
貫
教
育
で
は
、
連
携
型
中
高
一

貫
教
育
が
本
格
導
入
さ
れ
、
由
布
市
３
中

学
校
と
由
布
高
等
学
校
と
が
６
年
間
の
体

系
的
な
教
育
課
程
、
指
導
方
法
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
研
究
・
実
践
し
、
学
力
向
上
と

職
業
観
の
育
成
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
ま

た
、
合
同
生
徒
会
活
動
を
通
し
て
豊
か
な

人
間
性
の
育
成
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

由
布
高
等
学
校
と
市
内
３
中
学
校
と
の
乗

り
入
れ
授
業
等
に
つ
い
て
効
果
が
評
価
さ

れ
る
一
方
、
市
内
中
学
校
か
ら
の
志
願
者

の
減
少
傾
向
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
生
涯
学
習
》

　

生
涯
学
習
基
盤
の
整
備
で
は
、
学
習
情

報
の
提
供
を
は
じ
め
社
会
教
育
関
係
団
体

や
民
間
教
育
事
業
者
等
と
の
連
携
促
進
に

よ
る
生
涯
学
習
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
し

た
。
社
会
教
育
の
推
進
で
は
、
人
権
・
家

庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
向
上
や
公

民
館
活
動
の
充
実
、
自
主
企
画
に
よ
る
成

人
式
の
実
施
、
図
書
館
蔵
書
の
有
効
利
用

等
の
社
会
教
育
活
動
の
促
進
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

体
育
施
設
計
画
に
基
づ
く
各
施
設
の
整
備
、

体
育
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
団
体
な
ら

び
に
指
導
者
の
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
の
合
宿
の
誘
致
、
大

会
・
交
流
活
動
の
推
進
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ

の
選
手
育
成
・
支
援
、
Ｓ
Ｐ
Ａ
健
康
マ
ラ

ソ
ン
等
の
開
催
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
地

域
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
の

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
健
全
育
成
で
は
家
庭
教
育
・
地

域
教
育
力
の
向
上
策
と
し
て
、
青
少
年
健

全
育
成
市
民
会
議
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
促

進
と
３
地
域
の
交
流
に
取
り
組
み
、
ま
た
、

公
民
館
を
拠
点
と
し
た
校
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
を
中
心
に
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
の
連
携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

体
験
活
動
・
読
書
活
動
の
推
進
で
は
、

わ
ん
ぱ
く
ウ
ォ
ー
ク
や
生
活
体
験
ス
ク
ー

ル
等
の
放
課
後
や
長
期
休
暇
を
利
用
し
た

体
験
活
動
事
業
の
実
施
、
子
ど
も
読
書
推

進
計
画
策
定
に
向
け
た
調
査
研
究
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
活
動
の

推
進
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
中
高

生
育
成
な
ど
継
続
的
な
取
り
組
み
を
行
い

ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
文
化
の
振
興
で
は
、
文
化

財
・
伝
統
文
化
の
愛
護
意
識
の
保
存
・
継

承
と
し
て
、
指
定
文
化
財
の
調
査
・
選
定

と
維
持
管
理
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
、
ふ

る
さ
と
文
化
探
検
隊
の
開
催
を
行
い
愛
護

団
体
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

文
化
財
・
伝
統
文
化
の
活
用
と
情
報
の

発
信
で
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
資
料
整

理
と
特
別
展
を
実
施
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

市
報
の
文
化
財
探
訪
紙
面
に
よ
り
、
指
定

文
化
財
等
の
愛
護
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

し
た
。

　

文
化
芸
術
活
動
の
推
進
で
は
、
な
ら

ね
っ
子
ま
つ
り
の
開
催
、
湯
布
院
地
域
の

「
庭
入
り
」
の
記
録
保
存
計
画
な
ど
、
伝

統
文
化
活
動
の
充
実
と
継
承
の
促
進
を
図

り
ま
し
た
。

　

人
権
教
育
・
啓
発
で
は
由
布
市
人
権
教

育
・
啓
発
基
本
計
画
の
推
進
と
し
て
、
挾

間
・
庄
内
・
湯
布
院
の
各
公
民
館
に
お
い

て
協
同
講
座
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
人
権
学
習
活
動
の
支
援
を
行
い
、

学
習
機
会
の
拡
充
に
努
め
ま
し
た
。

由布市適応指導教室「コスモス」開設のお知らせ
　由布市教育委員会では、さまざまな要因により不登校状態にある児童生徒に対
し、状況に応じた適切な相談、指導等を行い、不登校児童生徒の学校への登校お
よび社会的自立に資するため、由布市適応指導教室「コスモス」を開設します。

【場　所】　当分の間は、はさま未来館内の部屋を使用します。
【内　容】　①不登校児童生徒およびその保護者に対する相談に関すること
　　　　　②在籍校への復帰や自立を図るための適応指導に関すること
　　　　　③児童生徒、保護者等からの教育相談に関すること
　　　　　④その他、教育委員会が必要と認めること

【対象者】　由布市立小・中学校に在籍する不登校児童生徒のうち、本人および保護
　　　　　者が通室を希望し、教育委員会教育長が許可した方。なお、希望者の
　　　　　個人情報は厳守します。

【開室日】　毎週木曜日　午前９時 30 分から午後３時までとします。

申込先・問い合わせ

学校教育課（湯布院庁舎）☎ 0977-84-3111（内線 226、232、233）
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　由布市農業委員会は選挙委員29人、選任委員（市議会、農協、農業共済、土地改良
区の推薦）７人の合計36人で構成しています。
　農地のことはお気軽に、お近くの農業委員にご相談ください。委員会では、毎月月末
に総会を開催して、農地の売買・賃借・転用など、皆さんからの申請等について審議し
ています。

由 布 市 農 業 委 員 名 簿
会長：縣 次男（湯布院）　　副会長：小野 七郎（挾間）・栗林 睦和（庄内）

氏   名 担 当 地 区 氏   名 担 当 地 区
田 中 俊 行 谷東部・東ノ山・山田・中恵・酒野 佐 藤 邦 政 畑田・猪野・竹の下・長野・葛原

安 部 義 浩 朴木・赤野・丸田・東行・海老毛 加 藤 正 信 櫟木・蛇口・五福・小野屋	

後 藤 義 昭 北方・下市・向原・挾間中村・柏野 廣 瀨 啓 治 原中・井手下・上重・直野内山

小 野 七 郎 筒口・田ノ小野・同尻
大 塚 弘 士

日ヶ暮・永十・伊小野・栢ノ木

山 月 憲 昭
上市・鶴田・下鬼崎・時松・茅場 高津原・中村

鬼瀬・池ノ上 那 須 紀 子 東庄内・阿南地区全般

加 藤 康 男
高崎・山口・七蔵司・中台・ 佐 藤 幸 市 阿蘇野地区全般

来鉢東部・来鉢中部 佐 藤 髙 信 南庄内・西庄内地区全般

二 宮 正 男 田代・詰・来鉢西部 衞 藤 由 澄 荒木・石武・光永

梅 木 敏 弘 谷中村・小野・阿鉢・篠原
佐 藤 義 男

小平・幸野・水地・湯平１,２,３

佐 藤 圭 介 古野・三船 畑１,２,３

利 光 末 子 挾間地区全般 小 山 豊 康 東石松１,２,３ ・西石松・山崎・平

栗 林 睦 和
柿原１区・柿原２区・野畑３区 縣　　次男 塚原

野畑４区 穴 井 幸 男 並柳・若杉・佐土原

首 藤 勝 磨 高津透内・久保・瀬口・中尾 佐藤有太郎 岳本・津江・湯の坪・中島

庄 野 　 誉 龍原・五ヶ瀬
佐 藤 勝 規

前徳野・内徳野・槐木・畑倉

佐 藤 靖 司
佐平治・橋爪・甲斐田・宇南水足 奥江・下津々良・上津々良・鮎川

小松台・深谷・雲取 溝 口 正 剛 乙丸１,２,３・新町１,２

大 澤 英 之 渕５区・渕６区・渕７区 後 藤 慶 子 中依 ・下依

坂 本 成 一
宗寿寺・竹の中・影戸・柚の木

小林華弥子
湯布院地区の川西・湯平

小挾間 下湯平除く全般

吉 廣 順 一 大龍東部１区,２区 ・大龍西部
日 野 茂 忠

湯布院地区の川西・湯平

佐藤千代信
平石・下武宮・中武宮・上武宮 下湯平地区全般

蓑草・東家・小原

　　由布市農業委員会委員が決定しました第4期

《問い合わせ》 由布市農業委員会事務局 ☎097−583−1111（内線1342・1344）

※平成24年10月1日現在
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健
康
温
泉
館
ク
ア
ー
ジ
ュ
ゆ
ふ
い
ん
は
、
ド
イ

ツ
の
温
泉
治
療
の
技
術
を
取
り
入
れ
、
健
康
の
た

め
に
生
ま
れ
た
入
浴
施
設
で
す
。
市
民
の
方
は
特

別
料
金
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。
思
い
っ
き
り
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

●
営
業
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
９
時
30
分
（
受
け
付
け
は
午
後
９
時
ま
で
）

●
休
館
日　

毎
月
第
2
・
第
4
木
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
に
振
替
え
）

●
料
金　

３
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

由
布
市
湯
布
院
健
康
温
泉
館
「
ク
ア
ー
ジ
ュ
ゆ
ふ
い
ん
」

　
　
　
　
　
　
　

由
布
市
湯
布
院
町
川
上
２
８
６
３
番
地

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

４
８
８
１

水
道
管
の
凍
結
予
防
に
つ
い
て

　
冬
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
と
き
、
水
道
管
が
凍
っ
た
り
破
裂

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
凍
結
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
、
蛇
口
を
〝
凍
結
防

止
用
コ
マ
〟
に
取
り
替
え
た
り
、
厚
手
の
布
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
系

保
温
チ
ュ
ー
ブ
（
市
販
品
）
な
ど
を
水
道
管
に
取
り
付
け
、
そ
の
上

に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
い
て
、
直
接
冷
気
を
受
け
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
の
凍
結
予
防
の
た
め
に
も
、
早
め
に
〝
冬
支
度
〟
を
し
て

厳
寒
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

1
．
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

　
・
風
当
た
り
の
強
い
所
に
あ
る
水
道
管
・
常
に
日
陰
に
あ
る
水
道

管
・
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
・
屋
外
に
あ
る
洗
濯
機
用
な

ど
の
水
道
管
・
高
置
水
槽
な
ど
の
屋
上
に
あ
る
水
道
管

２
．
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

　
水
道
管
が
凍
っ
た
と
き
は
、
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
凍
っ

て
し
ま
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る

ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※
急
に
熱
い
お
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
し
た
り
破

損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

３
．
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
場
合

　
水
道
管
な
ど
が
破
裂
し
た
と
き
は
、
止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
の
バ
ル
ブ
）
を
閉
め
、
お
近
く
の
水
道
業
者
（
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
）
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
修
理
を

行
っ
た
場
合
は
各
庁
舎
担
当
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　
凍
結
に
よ
り
、
蛇
口
を
開
け
て
も
水
が
出
な
い
場
合
、
蛇
口
を
開

け
た
ま
ま
忘
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
水
が
出
な
く
て
も
必

ず
蛇
口
を
閉
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
タ
ー
を
通
過
し
て
の
漏
水
や
そ
れ
に
伴
う
修
繕
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
常

日
ご
ろ
か
ら
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
の
点
検
を
行
い
、
凍
結
に
よ
る
被
害
を
防
い
で
く
だ

さ
い
。

●水道課（挾間庁舎）　　　　　　　　　　☎097-583-0016(直通)
●水道課湯布院水道係（湯布院水道庁舎）　☎0977-84-4384(直通)
●地域振興課水道係（庄内庁舎）　　　　　☎097-582-1111(内線120・123)

問
い
合
わ
せ

健
康
温
泉
館
を

利
用
し
ま
せ
ん
か
？

★
深
さ
90
㎝
の
プ
ー
ル
で
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
ま
す
！
打
た
せ
湯
、
サ

ウ
ナ
も
あ
り
ま
す
。
（
要
水
着
。
有
料
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

★
内
湯
、
露
天
風
呂
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
（
要
シ
ュ
ー
ズ
）
あ
り
！

★
よ
り
オ
ト
ク
な
年
間
・
半
年
・
1
ヵ
月
会
員
券
、
ま
た
回
数
券
も
あ
り
。

★
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
、
無
理
な
く
健
康
・
体
力
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

★
毎
月
第
１
・
第
3
木
曜
日
午
後
2
時
か
ら
、「
水
中
運
動
教
室
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
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問い合わせ◆福祉対策課（湯布院庁舎）
　　　　　　☎0977-84-3111（内線314）

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

　

10
月
５
日
、
由
布
市
戦
没
者
追
悼
式
が
は

さ
ま
未
来
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
、

１
，２
３
９
人
の
尊
い
命
が
戦
争
に
よ
っ
て
失

わ
れ
ま
し
た
。
黙
祷
の
後
、首
藤
市
長
は
「
二

度
と
戦
火
を
交
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
の
方
々
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
、
遺
族
ら
に
よ
る

献
花
や
挾
間
詩
道
会
の
追
悼

吟
が
行
わ
れ
、
故
人
の
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
、
湯
布
院
町
の
陸
上
自
衛
隊
湯
布
院
駐
屯

地
で
開
設
56
周
年
お
よ
び
特
科
隊
創
隊
10
周
年
記
念
行

事
が
行
わ
れ
、
多
く
の
地
域
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。
観

閲
式
で
は
、
渡
邉
金
三
司
令
が
「
56
年
間
変
わ
ら
な
い

ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
ま

す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
当
日
は

観
閲
行
進
、
訓
練
展
示
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
、
日

ご
ろ
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
自
衛
隊
の
様
子
を
知

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

湯
布
院
駐
屯
地
56
周
年
記
念
行
事

催
開

公
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

公
有
財
産
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

⑴件　名　　　　　由布市塚原全共跡地有効活用事業（土地の売却）
⑵土地の表示　　　由布市湯布院町塚原字鶴見嶽
	 	 	 	 1239番196	 原野　194,109㎡
	 	 	 	 1240番５	 原野　 7,060㎡
	 	 	 	 1240番15	 原野　 2,242㎡
⑶日　程
　公募開始	 	 	 	 11月１日㈭
　参加申込受付期間	 	 	 11月１日㈭～11月27日㈫ 午後５時（必着）
　提案書の提出締切	 	 	 11月30日㈮ 午後５時（必着）
　ヒアリングおよび審査（予定）	 12月５日㈬
⑷公募内容
　売却地の有効活用方法について、景観・環境の保全および地域振興に資する企画
および買取価格の提案を求めます。
⑸業者選定方法
　11月30日までに提案書の提出を求め、提案書等（企画の内容および買取り価格
等）を客観的かつ総合的に審査を行い、優先交渉権者を選定します。
　優先交渉権者は、由布市と契約条件に関する協議を行います。

　詳細については、ホームページまたは契約管理課までお問い合わせください。

◆問い合わせ
　〒879-5498  大分県由布市庄内町柿原302番地
　由布市役所　契約管理課　財産管理係
　☎097-582-1111 　FAX.097-582-3971
　E-mail : keiyaku@city.yufu.oita.jp
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10
月
16
日
に
、
由
布
市
地
球
温
暖

化
対
策
地
域
協
議
会
、
由

布
市
、
大
分
県
の
共

催
に
よ
る
環
境
講
演

会
を
、
大
分
県
立
由

布
高
校
と
由
布
市
立
庄

内
中
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
い
ま
生
き
て
い
る
と
い
う
冒
険　
～
自
然
と
人
の

共
生
の
知
恵
を
学
ぶ
～
」
と
題
し
た
今
回
の
講
演
会

で
は
、
探
検
家
・
写
真
家
で
あ
る
石
川
直
樹
氏
が
こ

れ
ま
で
の
旅
を
通
し
て
得
た
経
験
や
知
恵
、
そ
こ
か

ら
学
ん
だ
生
き
方
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。
石
川
氏
は
、
旅
の
写
真
や
映
像
を
示
し
な
が

ら
「
小
さ
な
一
歩
が
大
き
な
変
化
を
生
む
」
と
い
う

考
え
方
や
、「
世
界
を
経
験
す
る
方
法
と
し
て
、
旅
は

大
変
有
効
な
手
段
で
あ
る
」
な
ど
、
旅
の
中
で
自
身

が
学
ん
だ
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
旅
を
す
る
こ
と
が
人
生

に
ど
う
影
響
し
た
か
を
聞
き
た
い
」「
自
分
も
少
し
ず

つ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
た
」
と
い
っ
た
質

問
や
感
想
が
飛
び
交
い
、
生
徒
た
ち
は
自
分
の
生
き

方
や
、
自
然
環
境
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
由
布
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
で
は
、
こ

の
よ
う
な
講
演
会
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　
環
境
課
（
由
布
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
庶
務
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
５
２
４
）

環境カレンダー 12 月は何の月？
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間

　
12
月
は
自
動
車
交
通
量
の
増
加
、
ビ
ル
や
家
庭
の
暖
房
の
ほ
か
、
気

象
条
件
の
影
響
等
に
よ
り
、
大
気
汚
染
物
質
濃
度
が
高
く
な
る
こ
と
か

ら
、
環
境
省
で
は
、
毎
年
12
月
を
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
と
し
て
、

き
れ
い
な
空
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
月
間

　

平
成
9
年
12
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３
回

締
約
国
会
議
を
契
機
に
、
12
月
を
「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」
と
定

め
、
国
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
国
民
運
動
の
発
展
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

12
月
１
日　
冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
点
検
の
日

　
国
民
運
動
と
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
広
く
展
開
す
る
た
め
、
毎

月
１
日
を
「
省
エ
ネ
の
日
」
と
し
、
特
に
12
月
１
日
を
「
冬
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
総
点
検
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

１
２
０
万
人
冬
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
大
分
県
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
お
お
い
た
作
戦
の
一
環
と
し
て
、「
地
球
温

暖
化
防
止
月
間
」
で
あ
る
12
月
に
、電
気
を
中
心
と
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
取
り
組
む
「
１
２
０
万
人
冬
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
は
、
大
気
汚
染
防
止
、
温
暖
化
対
策
、
省
エ
ネ
に
関
す
る
月
間

で
す
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
や
、
過
度
な
暖
房
の
使
用
を
控
え
る
こ

と
等
に
よ
り
、
そ
の
３
つ
に
一
度
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
上
、
家

計
に
も
や
さ
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
無
理
な
く
、
身
の
回
り
の
小
さ
な
こ
と
か
ら
、
一
歩
ず
つ
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
！

【
問
い
合
わ
せ
】 

環
境
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１ （
内
線
５
２
４
）

環
境
講
演
会
を　
　
　

  

し
ま
し
た

開
催

▲庄内中学校での講演の様子

▲探検家・写真家の石川直樹氏

▲質問をする由布高校の生徒
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　JFL第30節、HOYOチー
ムはAC長野パルセイロと対
戦し、見事３－１で勝利！ま
た第31節ではソニー仙台に
も1－0で勝利し、順位を13
位に押し上げました。降格争いはSAGAWA SHIGA FC
のJFL離脱と参加チームの増加に伴い、降格の対象が17
位のチームだけになりました。その結果HOYOチームは
残留を決定し、来期もJFLでプレーすることになりました。
　今シーズンもあと２試合。最後まで気を抜かず頑張って
ください！

頑張れ！
H　YO
AC ELAN 大分
ＨＯＹＯチーム、ＪＦＬ残留へ！

▶モバイルサイト
　http://hoyo-oita.com/i/
　また、チームのホームページもぜひご
覧ください。http://hoyo-oita.com/

できます。検  索HOYO

今後の試合日程
11月11日㈰ vs SAGAWA SHIGA FC 大分佐伯 13：00キックオフ
11月18日㈰ vs カマタマーレ讃岐(最終節) 丸亀 13：00キックオフ

おしえて !
国民年金

　老齢基礎年金の支給開始年齢は原則と
して65歳ですが、65歳前に繰り上げて
減額された年金を受けることができます。
ただし、支給を繰り上げた場合、生涯減
額された年金を受けること、障害基礎年
金を請求できなくなることなど、注意が
必要です。
　また、66歳以降に老齢基礎年金を受
け始める繰り下げの場合は、年金額が増
額されます。

老齢基礎年金の繰り上げ・繰り下げ

大分年金事務所
☎097-552-1211問い合わせ

　由布市の情報発信番組「ゆふ
ばん！ＤＸ」をご存じですか？
由布市のイベント情報やお知ら
せをはじめ、オススメグルメや
観光スポットなどを毎週ご紹介しています。
http://www.e-obs.com/blog/yufuban/
　番組ホームページも開設していますので、
ぜひご覧ください。週末土曜日の午後はＯＢ
Ｓラジオをよろしくお願いします。
■放送日時
　毎週土曜日 午後１時〜午後１時55分
※11月17日㈯は特別番組放送のため、放送
時間を正午～午後０時55分に変更します。

OBS ラジオ「ゆふばん！ＤＸ」
好評放送中！

まるんちゃん♪

◎取り上げてほしい話題等がありましたら、
総務課秘書広報係（☎097-582-1111）
までご連絡ください。

◎市役所各庁舎内にリクエストＢＯＸを設置
しました。どなたでもリクエストできます
ので、ぜひお気に入りの曲をリクエストし
てください♪

◎メールリクエスト：y@e-obs.com

１．買い物でごみゼロ
　・食材は使い切れる量だけ買おう！
　・旬の食材、新鮮な食材を選ぼう！
　・容器包装の少ないものを選ぼう！
　・マイバッグを持参しよう！
２．調理でごみゼロ
　・メニューを工夫して食材を使い切ろう！
　・火加減に気をつけよう！
　・残ったおかずでリフォーム献立を考えよう！
３．片付けでごみゼロ
　・水を大切に、環境にやさしい洗い方をしよう！
　・生ごみを減らす工夫をしよう！

四 季 折 々
キャンペーン「エコ食ライフ」
　大分県では、四季を通じた省エネ・省資源型
のライフスタイルの実践を呼びかける「四季折々
キャンペーン」を展開中です。「秋・エコ食ライフ」
のテーマは「エコ・クッキング」。「買い物」「調
理」「片付け」の各段階で、エネルギーや環境に
配慮した「エコ・クッキング」にチャレンジし
てみませんか。

●問い合わせ
　大分県生活環境部地球環境対策課
　☎ 097-506-3024
●大分県ホームページ　http://www.pref.oita.
　jp/site/gomi0/shiki-index-aut.html

エコ・クッキングで「食」のごみゼロにチャレンジ！
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●内科・外科医
11/11 足立クリニック（湯布院）

☎0977-28-2226
11/18 おざきホームケアクリニック（庄内）

☎097-582-0013
11/23 ひろたクリニック（挾間）

☎097-583-5777
11/25 岩男病院（湯布院）

☎0977-84-3101
12/ 2 ごとう医院（挾間）

☎097-540-7800
12/ 9 日野病院（湯布院）

☎0977-84-2181
12/16 川崎内科（挾間）

☎097-583-5211
12/23 宮崎医院（庄内）

☎097-582-0345
12/24 秋吉医院（湯布院）

☎0977-86-2241
●歯科医
11/11 木本歯科クリニック（挾間）

☎097-583-3385
12/ 9 ヒロ歯科クリニック（庄内）

☎097-582-2222

教えて! 甲斐指導員
防寒対策を考えながら管理を行いましょう。

◆
問
い
合
わ
せ　

農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　

☎
０
９
７

−

５
８
３

−

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
７
）

楽
し
く
簡
単
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
葉
物
野
菜
作
り

　

こ
の
時
期
、
葉
を
食
べ
る
害
虫
や
病
気
の
発
生
は
減
少
し
ま
す
。
葉
物
野
菜

を
作
る
に
は
好
条
件
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
小
松
菜
、
水
菜
、
春
菊
、
チ
ン
ゲ

ン
菜
、
チ
シ
ャ
等
々
。
こ
れ
ら
の
野
菜
は
生
育
も
早
く
手
間
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
に
は
最
適
な
野
菜
で
す
。

　

市
販
さ
れ
て
い
る
培
土
を
入
れ
、
や
や
厚
め
に
種
を
ま
き
、
友
育
ち
の
性
質

を
利
用
し
初
期
成
育
を
早
め
ま
す
。
繁
茂
し
て
き
た
ら
間
引
き
を
し
ま
す
が
、

水
菜
や
春
菊
は
無
理
に
間
引
き
し
な
く
て
も
育
ち
ま
す
。
ま
た
、
間
引
い
た
物

も
サ
ラ
ダ
と
し
て
十
分
利
用
で
き
ま
す
。

　

ダ
イ
コ
ン
の
種
を
厚
ま
き
し
、
暗
く
し
て
カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
を
作
る
の
も

い
い
で
し
ょ
う
。

　

ス
ー
パ
ー
で
食
用
に
根
っ
こ
付
き
の
小
ネ
ギ
を
購
入
し
た
ら
、
根
の
付
い
た

下
部
３
〜
５
㎝
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
れ
ば
、
再
び
伸
び
て
き
て
収
穫
で
き
ま

す
。

　

露
地
栽
培
の
野
菜
は
霜
害
の
心
配
が
出
て
き
ま
す
。
霜
に
あ
た
る
と
葉
は
茶

色
に
な
り
、
芯
を
や
ら
れ
る
と
生
育
は
著
し
く
遅
れ
ま
す
。
保
温
資
材
な
ど
を

ト
ン
ネ
ル
状
か
ベ
タ
掛
け
し
て
寒
さ
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
白
ネ
ギ

　

土
寄
せ
を
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
白
根
の
部
分
を
作
る
こ
と
が
大
事
で
す

か
ら
、
畝
肩
に
追
肥
を
し
て
株
元
に
寄
せ
ま
す
。
こ
の
時
、
緑
葉
の
付
け
根
が

隠
れ
る
よ
う
に
し
っ
か
り
土
を
寄
せ
ま
す
。

●
た
ま
ね
ぎ

　

中
晩
生
種
の
植
え
付
け
時
期
で
す
。
植
え
付
け
は
あ
ま
り
深
植
に
な
ら
な
い

よ
う
に
植
え
、
株
元
を
軽
く
抑
え
て
お
き
ま
す
。
植
え
付
け
後
乾
燥
し
て
い
る

場
合
は
か
ん
水
し
、
活
着
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

　

根
の
発
育
に
有
効
な
リ
ン
酸
を
多
め
に
元
肥
と
し
て
施
し
ま
す
。

●
さ
と
い
も

　

収
穫
を
し
ま
し
ょ
う
。
通
常
の
栽
培
で
は
今
月
上
旬
が
収
穫
適
期
で
す
。
秋

の
寒
さ
で
生
育
が
止
ま
る
の
で
、
こ
れ
以
上
待
っ
て
も
大
き
く
は
な
ら
ず
、
寒

害
を
受
け
、
品
質
が
劣
る
ば
か
り
か
、
日
持
ち
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
キ
ャ
ベ
ツ

　

追
肥
は
結
球
し
は
じ
め
る
時
期
ま
で
に
全
て
施
用
し
ま
す
。
追
肥
が
遅
れ
る

と
病
気
に
な
っ
た
り
、
裂
球
の
原
因
に
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
は
く
さ
い

　

追
肥
は
結
球
が
始
ま
る
ま
で
に
行
い
ま
す
。
そ
の
後
中
耕
と
土
寄
せ
を
行
い

ま
す
。
乾
燥
に
は
弱
い
の
で
土
の
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
適
時
か
ん
水
し
ま
す
。

健 康 カ レ ン ダ ー

挾 間

庄 内

湯布院

休日在宅当番医

11月 8日㈭ １歳６ヵ月児健診（13：00～ ゆふいん子育て支援センター）

11月15日㈭ 10～11ヵ月児健診（13：00～ ゆふいん子育て支援センター）

11月28日㈬ 追加健診（９：30～ コミュニティセンター）

12月13日㈭ ３歳児健診（13：00～ ゆふいん子育て支援センター）

11月 8日㈭ 女性がん検診（13：30～ ほのぼの工芸館）

11月16日㈮ 乳児健診（13：15～ 庄内保健センター）

11月20日㈫ 女性がん検診（13：30～ 庄内体育センター）

11月28日㈬ 女性がん検診（13：30～ 庄内保健センター）

11月29日㈭ 追加健診（９：30～ 庄内保健センター）

ちびっこ広場（９：30～11：30 挾間健康センター）

11月９日・16日・30日、12月７日・14日・21日

11月 7日㈬ １歳６ヵ月児健診（13：15～ 挾間健康センター）

11月21日㈬ ４～５ヵ月児健診（13：15～ 挾間健康センター）

11月27日㈫ 追加健診（９：30～ 挾間健康センター）

12月 6日㈭ ３歳児健診（13：15～ 挾間健康センター）

12月19日㈬ 10～11ヵ月児健診（13：15～ 挾間健康センター）

市報ゆふ2012.11◀㉓



青少年を暴力団から守る活動

由布市暴力絶滅対策協議会だより

〈事務局〉総務課「由布市暴力絶滅対策協議会」
☎097-582-1111（内線205）

暴
力
の
な
い

安
全
で
住
み
よ
さ
日
本
一
の
由
布
市

ざ
め

せ ！！

 ｢暴力団に加入を強要・
勧誘された場合の対応の５原則」

　①誘いには乗らない。
　②話は信じない。
　③話には応じない
　④話にはすぐに返答しない。
　⑤誘われても絶対に付いて行かない。

　｢由布市暴力絶滅対策協議会｣は、大分
南警察署の協力を得て暴力絶滅の広報用
横断幕を製作しました。
　今後随時掲示して広報啓発活動に活用
します。

11　月

12　月

※12月28日、1月4日は窓口の延長を行いません。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
湯/庄 庄

4 5 6 7 8 9 10
挾 挾 湯 湯/庄 庄

11 12 13 14 15 16 17
挾 挾 湯 湯/庄 庄

18 19 20 21 22 23 24
挾 挾 湯 湯/庄

25 26 27 28 29 30
挾 挾 湯 湯/庄 庄

今月の税／料
● 国民健康保険税（普通） �  ６期分
● 固定資産税（普通） �  ４期分
● 介護保険料（普通） �  ６期分
● 後期高齢者医療保険料（普通）�  ５期分
● 入湯税 �  11 月期分（10月分）

納期限　平成24年11月30日㈮

● 再生家具・自転車の抽選会
〜再生した家具・自転車を

無料でお譲りします〜
申 込 期 限●12月２日㈰ 正午まで
　大分エコライフプラザにて随時受付をしていま
す。当選時の持ち帰りは各自で行ってください。

抽 選 日 時●12月２日㈰ 12：30〜
　抽選にもれた人や抽選時間に間に合わなかった人
のために、敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットは12月から来年２月までお休

みします。

問い合わせ●大分エコライフプラザ
　　　　　　☎097-588-1410

大分エコライフプラザ情報 ！ 窓口を延長している
庁舎のお知らせ7時まで窓口延長

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
挾 挾 湯 湯/庄 庄

9 10 11 12 13 14 15
挾 挾 湯 湯/庄 庄

16 17 18 19 20 21 22
挾 挾 湯 湯/庄 庄

23 24 25 26 27 28 29
挾 湯 湯/庄

30 31

暴力絶滅の横断幕製作

　挾間町商工会では、挾間地区限定のプレミア
ム付きお買い物券を発行しています。500円お
よび1,000円の商品券を５％割引きで販売して
います。使用期限は購入から６ヵ月以内で、約
50の加盟店でご使用できます。

　庄内町商工会では、11月１日から庄内地
区限定の冬季お買い物券を発行しています。
11,000円分のお買い物券を10,000円で販売し
ています。販売は一人30,000円までです。使
用期限は平成25年１月31日までで、79の加盟
店で使用できます。

商工会からお知らせ

お買物券販売中です!

挾間町商工会　 ☎097-583-0235
庄内町商工会　 ☎097-582-0094
湯布院町商工会 ☎0977-84-2445

11 月の年金相談会
11月16日㈮ 午前10時～午後３時

挾間町商工会
生野社会保険労務士事務所　生野 基 氏

問い合わせ

市報ゆふ 2012.11㉔◀



　皆さん初めまして。今年の４月から広報を担当させていた
だくことになり、はや半
年以上が経ちました。市
内を取材で訪れることも
多く、その度に由布市の
新たな魅力に気付かされ
る毎日です。今後もわか
りやすい広報誌づくり
を目指して頑張りますの
で、よろしくお願いしま
す。（え）

由布市役所総務部総務課
〒879-5498
由布市庄内町柿原302番地 
TEL.097-582-1111
FAX.097-582-3971
http://www.city.yufu.oita.jp/

印刷：株式会社インタープリンツ

人 の 動 き

11 月 1 日現在 （　 ）は前月比

発 行 元

『ふるさとアルバム』市報ゆふ
　由布市の広報誌は、前半と後半の２部構成。前半
の「市報ゆふ」は市からのお知らせが中心で、後半
の「YUFUcity情報広場」は市内のイベントや話
題などを中心に掲載しています。これからも皆
さんに愛される“身近な情報誌”を目指します。

総人口 �  36,061人

男 �  17,121人

女 �  18,940人

世帯数 �  15,219戸

（−12）

（＋9）

（−21）

（＋11）

▲10月26日に、ＯＢＳラジオ「ごごらく
ワイド」内で由布市特集が放送され、市
職員も出演させていただきました。

キ★ラ★リ★編★集 キ★ラ★リ★編★集

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　

10
月
28
日
に
長
崎
県
佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
全
共
」
と
言
わ
れ
、
和
牛
の
能
力
を
競

う
全
国
大
会
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
４
年
に
一
度
で
す
が
、
こ
の
大
会
は
５
年

に
一
度
の
大
会
で
、
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
言
わ
れ
て
お
り
畜
産
農
家
に
と
っ

て
は
ま
さ
に
夢
の
大
会
な
の
で
す
。
大
分
県
か
ら
も
種
牛
の
部
で
は
８
月
24
日
の

県
予
選
会
で
主
席
に
な
っ
た
18
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
月
齢
な
ど
に

よ
っ
て
出
品
区
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、そ
の
第
３
区（
17
～
20
ヵ
月
未
満
）

に
は
庄
内
の
阿
蘇
野
、
工
藤
眞
次
さ
ん
の
“
よ
し
ふ
く
号
”
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

も
の
す
ご
く
大
き
く
広
い
会
場
に
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
の
34
頭

が
一
列
に
勢
揃
い
で
す
。
ど
の
牛
も
毛
並
み
も
体
格
も
素
晴
ら
し
く
目
を
見
張
る

ば
か
り
で
す
。
審
査
の
結
果
、
次
々
と
番
号
を
呼
ば
れ
て
半
数
が
前
列
に
出
ま
し

た
。
56
番
“
よ
し
ふ
く
号
”
も
前
列
に
上
が
り
ま
し
た
。
番
号
が
呼
ば
れ
る
と
詰

め
掛
け
た
大
勢
の
応
援
団
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
審
査
は
進
み
、
次
は
い
よ
い
よ
最
前
列
へ
の
発
表
で
す
。
皆
さ
ん
か
た
ず
を

呑
ん
で
待
っ
て
い
ま
す
。
主
席
は
宮
崎
の
牛
、そ
し
て
わ
れ
ら
が“
よ
し
ふ
く
号
は
”

見
事
４
位
で
す
。
各
県
一
位
の
牛
の
中
か
ら
の
全
国
４
位
は
素
晴
ら
し
い
。
応
援

席
か
ら
は
感
動
の
拍
手
で
す
。
最
高
だ
！
本
当
に
よ
く
や
っ
た
。
わ
た
し
も
う
れ

し
く
会
場
を
大
き
く
胸
を
張
っ
て
歩
き
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

阿
蘇
野
の
後
継
者
の
若
者
た
ち
が
品
種
改
良
を
目
指
し
て
「
和
牛
会
」
を
結
成
し
、

そ
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
工
藤
さ
ん
は
、
み
ん
な
と
一
緒
に
こ
の
「
全
共
」
へ
の
出

場
を
夢
見
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
夢
を
実
現
で
き
た
喜
び
を
思
う
と
目
頭

が
熱
く
な
り
ま
す
。
本
人
の
努
力
と
市
内
の
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
の
指
導
や
協
力

の
た
ま
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
コ
ス
モ
ス
が
美
し
く
咲
き
ま
し
た
。全
国
４
位
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
。

※
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
記
事
は
市
報
12
月
号
で
詳
し
く
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

です 
No. 

82

こんにち
は

文
・
首
藤 

奉
文

▲写真は今年の牛喰い絶叫
大会です。やはり由布市の
お肉はおいしい！

由布市公式携帯サイト
もば！ゆふ！

　由布市では公式携帯サイト「もば！ゆ
ふ！」を公開しています。市民が交流でき
る「ゆーふーの広場」を始め、観光情報や
施設情報など由布市の情報満載
です。ぜひご覧ください！
※パソコンやスマートフォンからでも

見ることができます。

問い合わせ●総務課（庄内庁舎）
☎ 097-582-1111（内線 206・208）

由布市公式携帯サイト「もば！ゆふ！」
http://mobile.yufu-city.jp/
由布市フェイスブックページ
http://www.facebook.com/YufuCity.PR 
由布市公式ツイッター
https://twitter.com/YufuCity_PR

問い合わせ　☎0977-85-3001 FAX0977-85-4001
HP http://www.874.fm　　　 info@874.fm
※いただいた情報の放送判断は、局に委ねられます。

周波数

87.4
メガヘルツ

え
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ハッピーバースデー／由布高News
まちかどズームアップ
木綿の山通信
公民館からの学習情報
DEAR 図書館だより
みんなのひろば

City情報広場

2012

11
Vol.86

NOVEMBER
ゆふ

　10月21日、庄内総合運動公園で由布市スポーツ少年団
主催による第5回由布市スポーツ少年団駅伝交流大会が行
われました。
　当日は晴天に恵まれ、白熱したレースを繰り広げる子ど
もたちに、観客からは熱い声援が送られました。

た
す
き
に
想
い
を
込
め
て
！！

た
す
き
に
想
い
を
込
め
て
！！



　由布高校では、10月12日と13日の2日間「大龍祭」（文化祭）を、10月19日
に「体育大会」を実施しました。「大龍祭」の今年度のテーマは「memories ～
70年の記憶と100年への一歩～」でした。これは、70年という節目の年にこれまでの由布高校の歴史を振り
返り、今年を新たな出発点として「100年の学校づくり」に繋げていこうという熱い思いを表すもので、オー

プニングでは書道部と美術部によるパフォーマンスが行わ
れ、「大龍祭」のスタートを飾りました。2日間で、1年生
と2年生のステージ発表やクラス展示、有志によるギター
やピアノの発表、生徒会企画、郷土芸能部による神楽公演、
吹奏楽部による演奏等盛りだくさんの内容が繰り広げられ
ました。昼食時には中庭で食品販売が行われ、多くの人で
にぎわいました。2日目は一般に公開し、卒業生や保護者、
近隣の方々が本校の文化祭に来場しました。
　10月19日の「体育大会」も天候に恵まれ、爽やかな空
の下、全校生徒が青軍・赤軍・白軍に分かれて日ごろの体
育で培った体力や精神力を発揮して戦いました。全校生徒
による徒競走の後、棒引き、むかで競争、騎馬戦等の団体
競技が行われました。また、ＰＴＡや地域の方々が参加し
ての玉入れ競技もあり、楽しい一日となりました。

平成24年度大龍祭と体育大会を実施しました

お
知
ら
せ

11月10日㈯ �  創立70周年記念式典
11月11日㈰ �  電卓検定試験 進研マーク模試(3年)
11月12日㈪ �  振替休日
11月14日㈬ �  文字力テスト
11月16日㈮ �  薬物乱用防止講話

11月17日㈯ �  土曜講座
11月20日㈫ �  文字力テスト
11月21日㈬ �  ロードレース大会
11月25日㈰ �  ワープロ検定試験
11月30日㈮～12月５日㈬ �  期末考査

由布高校の最新情報は、HP( ホームページ ) で提供しています。
ぜひ、インターネットにアクセスしてください。

アドレス   h t tp : / /kou .o i ta -ed . j p /yu fu/ 検  索

由
布 高

由布高
News

No.48

※お誕生日コーナーにお子さんの写真を掲載したい保護
者の方は、事前に総務課（☎097−582−1111 内
線208）へ電話でお申し込みください。対象は３歳以
下で、市報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたこと
がない方とします（先着順）。

あ な た が 生 ま れ た 大 切 な 日

ハッピー バースデー11月

11月の誕生花＊サザンカ・カモミール など

お誕生日おめでとう！！
暖真が生まれてからの一年間は

幸せいっぱいだったよ♡
これからも一緒に楽しいこと

いっぱいしようね♪
立
た つ か わ

川 暖
は る ま

真くん
平成23年11月13日生 湯布院町川上

別
府
湯
布
院
線

片
側
交
互
通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

一
般
県
道
２
１
６
号

　

別
府
湯
布
院
線
【
川
上
工
区
】
に
お
い
て
、
歩
道

工
事
を
次
の
日
程
で
着
手
し
ま
す
。
こ
の
工
事
に
伴

い
、
片
側
交
互
通
行
規
制
が
発
生
し
ま
す
。
詳
し
く

は
大
分
県
大
分
土
木
事
務
所
道
路
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

◆
工
事
期
間　

11
月
末
～
３
月
末
（
予
定
）

◆
作
業
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
大
分
土
木
事
務
所
道
路
課

　

☎
０
９
７

－

５
５
８

－

２
１
４
５
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１０月２０日、湯布院町の湯布院中央公民館で第１２回
ゆふいんこども音楽祭が開催されました。今年は「吹く」をテー
マに福島県より口笛奏者の柴田晶子さんや、ハートフル、音楽堂
本舗など５グループが昼の部、夜の部で演奏し、
訪れた観客を音楽の世界にいざないました。
　同音楽祭は、「子どもたちにいろんな経験
を」と１２年前に始まり、今年も大人と一緒に子
どもスタッフが準備や当日の仕事をしました。

１０月１４日、湯布院町湯平で第６回ツール・ド・湯平が開催さ
れました。今年は晴天に恵まれ、東京や大阪、また海外からも参加者が
あり、およそ３５０人が湯平の石畳に集結しました。また、今年も安田大
サーカスの安田裕己団長と、由布市マスコットキャラクター「ゆーふー」も参
戦し、大会を盛り上げました。
　参加者はＡコース、Ｂコースに
分かれ、湯平や阿蘇野、久住
の自然を満喫しながらサイクリ
ングを楽しみました。

湯布院に音楽の風を ～第１２回ゆふいんこども音楽祭～
演 奏

快 走

交 流
１０月８日、恒例の第３８回由布院牛喰い絶叫

大会が湯布院町並柳牧場で開催されました。当日は天気
にも恵まれ、県内外から関係者含め約９００人が来場。豊
後ゆふいん牛のバーベキューでお腹を満たした後、抽選
で選ばれた１００人の出場者が思いの丈を叫びました。子

どもの部では武田和
奈さんが、大人の部
では岩田潤さんが見
事絶叫大賞を受賞し
ました。

石畳を駆け抜けろ！ ～第６回ツール・ド・湯平サイクリング大会～

秋空に響く心の声　牛喰い絶叫大会

▲子どもスタッフも頑張りました。

▲おいしい豊後ゆふいん牛を堪能▲子どもの部で優勝した武田和奈さん▲大人の部で優勝した岩田潤さん

▲安田団長は今年も盛り上げてくれました！▲ゆーふーも頑張りました！

▶
会
場
に
は
ゆ
ー
ふ
ー
も
訪
れ
ま
し
た
。

ま ち か ど ま ちか ど プ ッ ア ム ズ ～ ズ～ムアップズ ～ ム ア ッ プ 
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１０月５日、バイクや車で競技区間中のタイムを競う
モータースポーツの一種で、クロスカントリー・ラリーの大会
「九州４デイズ」の開会式が庄内ゆうゆう館で行われました。大

会は８日にかけて開催され、全国から集まった
参加者は由布市内を始め、九州各地を愛車とと
もに駆け抜けました。主催者のひとりで、モー
タースポーツの競技運営団体「ＳＳＥR」（愛媛
県）の会長、山田徹さんは「九州で行うのは３回
目。来年以降も続けたい」と語りました。

愛好家が集結！九州横断ラリー疾 走

水 守

誕 生

１０月１７日、庄内町の城ヶ原オートキャンプ場で
「大分川を守る日並びに豊魚祭」が行われました。これは大
分川漁業協同組合（奈須正治組合長）が企画したもので、当
日は関係者を含め約１９０人が出席。神事で漁の安全と豊魚
を祈願した後、会場近くを流れる大分川支流の阿蘇野川に、
カワガニとエノハを放流しました。豊かな川の恵みを次世代
につなげるため、稚魚の成長を期待しています。

１０月１４日、湯布院町の塚原自治区（佐藤干
城自治委員）で、第１回塚原みなこい祭りが開催され
ました。このお祭りは毎年恒例行事の敬老祝賀会を拡
大し、同地区が今年度から実施している由布コミュニ
ティ（地域の底力再生）事業の一環として行われたもの
で、当日は約２００人もの地区住民らが参加。市の保健
師による健康診断をはじめ、ステージでは民謡や剣舞、
カラオケ大会などが行われ、参加者たちも交流と親睦
を深めていました。主催者の鶴岡政喜公民館長は、「来
年度は規模を拡大して、さらに多くの地区住民が参加
するようなお祭りにしたい。」と目標を話してくれま
した。地域活性化のため、若手の会「九

つ く も

十九」と女性
の会を中心に、新
たな取り組みを始
めた塚原に今後も
注目です！

カワガニとエノハを放流

塚原は一つ！“第１回塚原みなこい祭り”

▲若手の会九十九(つくも)の屋台は大盛況！▲好評だったみなこい鍋（豚汁）▲竹を器にしたサンマの炭火焼き

▲開会式の様子▲晴天の中、颯爽と出発！
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９月２６日、湯布院町塚原で玖珠農業高校食品化学科２
年生の生徒２４人がクレソンの収穫体験をしました。現在、塚原高
原農観連携プロジェクト推進協議会（藤沢桂子会長）と玖珠農業高

校が連携してクレソンを使った加工品の開発に
取り組んでおり、今回はその活動の一環で同校
の生徒がクレソンを収穫しました。今後、新た
な加工品の開発や流通経路の確立などを目指し
て活動を広げていきます。

１０月１６日、湯布院町の由布院小学校でウィーラース
クール（自転車安全教室）が由布院サイクリングライフ実行委員会
により開催されました。これは子どもたちに自転車の楽しさと安
全に関する知識と技術を深めるために開催され、当日は由布院小
学校の６年生を対象に講義と、実際に自転車に乗り
技術指導を行いました。子どもたちは自転車に乗る
ことへの楽しさや危険性、また環境に優しく健康面
にもいいことなど多くのことを学びました。

クレソンを使った新たな加工品を

ウィーラースクール開催 ～安全運転を心がけよう！～

MACHIKADO  ZOOM  UP

収 穫

安 全

味 覚

祝 福

１０月９日から１５日まで（土日除く）、湯布院町でゆふ
いん十月祭 第３１回食べもの文化フェアが開催されました。今年
も湯布院町内各所で食談会などイベントが行われ、１０日にはク
アージュゆふいんで「ゆふいん野菜と漬物
話今昔」と題し、湯布院在住の小野たつ子
さんや荻孝良さん、浦田政秀さん、石川順
啓さんが自慢の漬物について食事をしなが
ら話しました。

１０月１２日、１００歳を迎える小野キミヲさん（庄内
町柿原）のお祝いをするため、島津副市長が慶寿苑を訪れました。
以前は和裁の仕事をしていて、お孫さんの服も縫ってあげていた
という小野さん。長寿の秘訣は好き嫌いせず、なんでも食べるこ
とだそうです。小野さんは島津副市長から花のアレンジメントと
記念品を渡されると「今日はありがとうございます。」とお礼を
述べました。これからもどうぞお元気で。

湯布院のおいしいもの食べちょくれ！～ゆふいん十月祭 第３１回食べもの文化フェア～

１００歳を迎えて

▲説明を受ける生徒たち

自慢の漬物勢ぞろい！▶

100歳本当におめでとうございます。▶
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典・仏像を対象に供養したものです。下層平面を四
角にとり、塔身の平面は円形で、上に首部をつくり
四角の屋根に相輪を立てる単層のものを宝塔と呼び
ます。市内には、県・市指定を受けている祖

それいびょうほう

霊廟宝
塔
とう

や後藤家宝塔、香
か し い そ う

椎荘宝塔など各所で見られます。
なお、塔身に四角の屋根を複数のせ相輪を立てるの
を多宝塔といいますが、市内にはあまり見られませ
ん。
※舎利：仏陀の遺骨、火葬後の骨

③宝
ほうきょ う い ん と う

篋印塔
　過去・現在・未来にわたる諸仏の全身舎利を奉蔵
するために「宝

ほう き ょ う い ん だ ら に き ょ う

篋印陀羅尼経」を収めた供養塔を指
します。鎌倉中期から造立されはじめ、基壇上に基
礎・塔身・笠・相

そうりん

輪を積み上げ、塔身の四面に梵字
を彫ったものです。庄内地域には市指定を受けてい
る摺原の宝篋印塔がありますが、宝篋印塔そのもの
は多くありません。

　由布市内には多くの石造物が残されています。こ
れら屋外にある石造物は、比較的接しやすい文化財
といえます。石造美術品といってもよく、石造文化
財とも呼ばれています。主として仏教信仰にかかわ
るものをいい、古墳時代の石棺・石

せ き じ ん せ き ば

人石馬・古墳壁
画や近世の記念碑・顕彰碑などは石造美術とは呼ば
れないようです。便宜的には石塔と石仏に分け、そ
れ以外の石造物を加え３分することもあるようです。
　石塔は基本的には供養塔としての意義を持ちます。
一方石仏は古代の三尊仏や、それが彫られた場所そ
のものが聖地としての意味を持つ磨

ま が い ぶ つ

崖仏など、古代
から近世の民間信仰と深いかかわりを持ちます。そ
れ以外の石造物は、神社・寺院内の石

い し ど う ろ う

灯篭、民間の
石祠、力石の類や近世の純然たる墓石等があげられ
ます。
　今回から２回にわたり、石造物のうち特に石塔に
ついて由布市内に現存する指定文化財とともに紹介
します。

①五
ご り ん と う

輪塔
　地・水・火・風・空の五大を宇宙の生成要素と説
く仏教思想に基づいて平安時代に創始されたもので、
全国的に分布しています。五輪塔は率直簡明であり、
多くが武士層によって造立されました。元来は堂の
落成、仏像開眼時の供養の目的でしたが、鎌倉以後
は先亡者の供養や墓石として造られるようになりま
した。有名な戦国武将のお墓は五輪塔が多いことか
らもそのことがうかがえます。市内には県の指定を
受けている狭間氏墓地五輪塔群や川廻五輪塔などが
あります。

②宝
ほ う と う

塔
　宝塔は、多くの場合、個人や集団が祈願を塔に託
して造立したもので、死者の菩提をとむらい、造立
者自身が作善の功

く ど く

徳を受けようとして、舎
し ゃ り

利※・経

空輪

風輪

地輪

火輪

水輪

請花
伏鉢
露盤

笠部

塔身

基礎

基礎

宝珠

相輪
九輪

相輪

宝珠

請花
伏鉢

隅飾

塔身

基礎

九輪

反花座

基礎

▲五輪塔模式図

▲宝塔模式図

▲宝篋印塔模式図

▲狭間氏五輪塔

▲香椎荘宝塔

▲摺原の宝篋印塔

木
ゆ ふ

綿の山通信〜歴史民俗資料館報〜  ●

由布市陣屋の村歴史民俗資料館
☎ 097-583-3941
由布市教育委員会 社会教育課文化振興係
☎ 0977-84-2604

問
い
合
わ
せ

8
vol.
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ひ
ろげよう学びの輪

　学び（生涯学習）の拠点である公民館の情
報を、毎月このコーナーで紹介しています。
　あなたに役立つ学びの情報が、きっとあ
ると思います。

問い合わせ
挾間公民館(はさま未来館) ☎097-583-1118
庄内公民館　 ☎097-582-0214
湯布院公民館(中央公民館) ☎0977-84-2604

公民館からの学習情報

vol.43

湯布院公民館からのお知らせ

郷土史講座
「湯布院物語Ⅱ 湯布院の伝説と信仰」

　由布市立図書館湯布院分館主催の平成24年度郷土
史講座「湯布院物語Ⅱ」が３回にわたり開催されま
した。中高年から高齢者までの男女20人が参加。講
師は、郷土史研究家の佐藤雄也先生でした。第１回
は、10月12日に湯布院公民館で「湯布院の伝説」、
第２回は、10月19日に同所で「湯布院の信仰」を
テーマに詳しくお話していただきました。第３回
は、10月26日に現地探訪として、塚原の九十九の
塚、並柳のキリシタン墓地、仏山寺、宇奈岐日女
神社、若宮八幡、
山下の池、蹴裂
権現などを訪れ
歴史の流れや伝
説について分か
りやすく説明し
ていただきまし
た。

湯布院高齢者大学「ゆふ大学」
10月学習会
　10月のテーマ「時事社会講座」に伴い、10月25
日に湯布院公民館において、「新聞社のしくみと取
材現場」と題して、大分合同新聞社の編集本部リデ
ザイン室長、下川宏樹氏の講演がありました。新聞
ができ、家庭に届くまでの過程をDVDなどで説明
しました。
　また、若い記者時代の苦労話や出来事などをユー
モアを交えながら話しました。実際に新聞を手に取
り、新聞の見方や見出し作りなどの手法を聴く今回
の講演は、出席者から「良く分かった。明日から新
聞の見方が変わる」と好評でした。

庄内公民館からのお知らせ

第49回子ども会駅伝大会のお知らせ

手作り年賀状教室のお知らせ

　湯布院町子ども会育成協議会主催の第49回子ども
会駅伝大会が、次のとおり開催
されます。沿道からのご声援を
よろしくお願いします。
●開催日　11月25日㈰
●場　所　湯布院町内
●区　間
 【湯平ステージ】午前10時５分スタート予定
　　　　　　　　湯平温泉場～湯平駅
 【由布院ステージ】午前11時５分スタート予定
　　　　　　　　ゆふいん旬菜市場～湯布院中学校

はさま未来館
臨時休館日のお知らせ 
　はさま未来館では、館内電気設備の法定点
検を行います。当日は、電気が使用できなく
なりますので、市立図書館・挾間健康セン
ター・トレーニングルームを含めたはさま未
来館全館を臨時休館日とさせていただきます。
　皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い
します。

臨時休館日
12月10日㈪

　今年もあと２ヵ月足らずで新年を迎
えます。この時期になると年賀状のデ
ザインで悩まれる方も多いのではない
でしょうか。 
　庄内公民館では、和紙のちぎり絵や、スタンプ
（型押し）など、手づくりの年賀状教室を開催しま
す。今年は手作りの年賀状に挑戦してみませんか？
（各自　年賀ハガキをご持参ください）
●日時　12月６日㈭ 午前９時30分～午前11時30分
●場所　庄内公民館　第１会議室
●申込期限　12月１日㈯
●申込先・問い合わせ　庄内公民館
　☎097-582-0214
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庄内図書館・湯布院図書館ってどんなところ？
　11月・12月の特別企画展示として、庄内図書館・湯布院図書館の本を
入れ替え、それぞれの図書館の写真とともに展示しています。この機会
に、ぜひ足をお運びください。※12月27日㈭まで

直感で選ぶ１冊
　本の中の印象的な一文を抜き出したカードを展示しています。絵本・小
説・実用書…皆さんの「直感」を頼りに本を選んでみませんか？普段あま
り手に取ることのない本と出会い、新しい世界が広がるかもしれません。
ぜひ、お立ち寄りください。※11月25日㈰まで

　県内の公共図書館では、10月26日～11月25日の間、「県内一斉　図書
館利用マナーアップ運動」を実施しています。図書館は、公共の場所で
す。皆さんに気持ちよくご利用いただくために、図書館利用のマナーアッ
プを呼びかけています。
　　●返却期限を守りましょう	 ●図書館の本は大切に
　　●館内ではお静かに		  ●読み終わった本は元の場所に
　　●飲食はできません		  ●携帯電話の使用は館外で　

皆さんのご協力をお願いします

順位 書　　名 著　者 予約回数
１ ナミヤ雑貨店の奇蹟 東 野　圭 吾 ２８
２ 舟を編む 三浦  しをん ２０
３ 虚像の道化師 東 野　圭 吾 １３
４ 置かれた場所で咲きなさい 渡 辺　和 子 １２
５ 聞く力 阿川  佐和子 １１

　由布市立図書館・庄内図書館・湯布院図書館
の今年４月～９月までの予約状況です。読みた
い本が貸出中のときは、お一人５冊まで予約す
ることができます。ぜひ、ご活用ください。イ
ンターネット予約をご希望の方は、パスワード
の発行が必要となりますので、各図書館のカウ
ンターでお申し込みください。

図書館だより

ディア

vol.86vol.86図書館だより 2012.11

由布市立図書館

庄 内 図 書 館

湯布院図書館

☎097-586-3150

☎097-582-0214

☎0977-84-2604

（はさま未来館2階・3階）

（庄内公民館1階）

（湯布院公民館2階）

〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1

〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1

〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1

直史君文庫
　平成15年に10歳で亡く
なった吉田直史君のご両親が、

毎年寄付をしてくださいます。今年も、
由布市立図書館３階こどものくにの「直
史君文庫」に、たくさんの絵本・児童書
が仲間入りしました。「直史君文庫」は、
こどものくにの人気コーナーとなってお
り、多くの方
にご利用いた
だいています。
ありがとうご
ざいました。

12月休館日

11月のカレンダー＜３館共通＞ 休館日 http://library.yufu-city.jp/　mail: h_tosho@city.yufu.oita.jp

由布市立図書館 第３水曜
　11月21日㈬・12月19日㈬

庄内図書館 第３日曜
　11月18日㈰・12月16日㈰

湯布院図書館 第３木曜
　11月15日㈭・12月20日㈭

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

おはなし会
由布市立図書館・湯布院図書館
　火〜金 午前10時〜午後６時
　土・日 午前10時〜午後５時
庄内図書館
　火〜日 午前９時〜午後５時

開館時間

毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始

休館日(3館共通)
３日㈪・10日㈪・17日㈪
23日㈷・24日㈷・25日㈫

年末年始　12月28日㈮～１月４日㈮
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庄内図書館・湯布院図書館　特別企画展示

由布市立図書館　2012 第66回 秋の読書週間特別企画展示

県内一斉　図書館利用マナーアップ運動

11月テーマ展示
由布市立図書館「日本の美しさ」
庄内図書館　　「古典に触れよう」
湯布院図書館　「祭」
　　（児童）　「りょこう」

2012 年度上半期　予約ベスト５（全館）
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『能・狂言の見方楽しみ方』
柳沢　新治　著　Ｐ７７３／ヤ　趣味・娯楽コーナー
　能について知りたい、一度見ておきたいと考えている方のための本です。伝統芸能「能楽」の成立
から完成、また演目や秘話まで紹介しています。筆者は、古典芸能・郷土芸能番組を長く担当した元
ＮＨＫディレクターです。楽しみながら読むことができるこの一冊、ぜひご覧ください。

『定義集』
大江　健三郎　著　914.6／オ　一般コーナー
　平成18年４月～平成24年３月まで、月に１回、朝日新聞朝刊の文化面に連載された著者の記事が一冊
の本になりました。著者の人生のことある場面を回想しながら、それをさまざまな音楽や文学作品から引
用した言葉で定義付けをしたエッセイです。ノーベル賞作家の頭の中がほんの少し見えてきます。

『とっさの方言』
小路　幸也、大崎　善生ほか　著　Ｈ８１８／ト　郷土資料コーナー
　「かちゃっぺない」「ごしたくてずくがねぇずら」「ヅマヌマールドゥ？」など、全国47都道府県
の面白い方言を紹介。人気作家64人による、故郷への想いがたっぷり詰まった方言エッセイ集です。
ぜひお読みください。

『もっと！ハンドメイドのお財布』
日本ヴォーグ社　594／モ　くらしコーナー
　お財布は日常生活において必要不可欠な存在です。この本を読んで、あなただけの特別なお財布を
作ってみませんか。初心者にでも簡単にできるお財布や、通帳、パスポート、母子手帳等も入るマル
チケースの作り方などたくさんの種類のお財布が載っています。ぜひご覧ください。

『絵はがきの別府　古城俊秀コレクションより』
松田　法子　著　古城　俊秀　監修　郷土236／マ　庄内図書館
　大分萩原郵便局局長をされた古城俊秀氏が集めた膨大な絵はがきコレクションの中から、別府に纏
わる600枚を厳選して公開し、近代史考察を行っています。収集された時代（明治～昭和初期）の別
府に紛れ込んだかのような臨場感を覚えます。

『“お疲れ女子”お助けレシピ』
松村　圭子、清水　紀子　監修　くらし498.5／オ　湯布院図書館
　いくら寝ても寝た気がしない・風邪をひきやすい・朝食は抜くことが多い・メイクのノリが悪い…
あなたはいくつ当てはまりますか？そんな、お疲れ女子にズボラ養生で免疫力ｕｐ！さあ、お助けレ
シピを食べて体の中を改善しましょう！

分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
　
　
　
間

一般 213.6 カ いまむかし東京町歩き

挾　
　
　
　
間

湾曲 104ス ソクラテスと朝食を　－日常生活を哲学する－

一般 289.1 ニ 新島八重ハンサムな女傑の生涯 湾曲 611.3 サ 食を考える

一般 319.1 マ 日本の国境問題　－尖閣・竹島・北方領土－ ヤングY159ナ 中学時代がハッピーになる３０のこと

一般 335.1 ス Steve Jobs Special －ジョブズと11人の証言－ 郷土Ｈ480キ イノシシ母ちゃんにドキドキ

一般 527ケ 決定版ガーデンハウスの作り方 健康S493.1 バ 低線量汚染地域からの報告　－チェルノブイリ２６年後の健康被害－

一般 910.2 コ この警察小説がすごい！ＡＬＬ　ＴＨＥ　ＢＥＳＴ 健康S498.5 カ 体が勝手にやせる食べ方

一般 913.6 オ 逆浪果つるところ（重蔵始末 ７ 蝦夷篇） くらし 596.6 ア あの人が愛した、とっておきのスイーツレシピ

一般 913.6 ナ 惑いの森　－５０ストーリーズ－ くらし 596.9 ダ 台所道具の本　－プロに教わる選び方・つきあい方のいろは－

一般 913.6 ミ ノエル　－ａ story of stories－ 絵本 E ダ だいすきだよぼくのともだち

一般 913.6 ミ /2 ソロモンの偽証　第２部　決意 絵本 E ヘ へんてこサーカス

一般914.6 マ 暮しの手帖日記 低学年913カ カステラやさんのバースデーケーキ

一般 933.7 イ ならずものがやってくる 児童 489カ はじめましてモグラくん　－なぞにつつまれた小さなほ乳類－

文庫本B913.6 タ ちょんまげ、くろにくる 児童 913シ はなこ　野の花　野のきつね

趣味娯楽P783.7 ム 米国の光と影と、どうでもイイ話 児童 933ブ シフト

庄　
内

一般 288.1 マ 子供の名前が危ない
庄　
内

一般781.4 ナ 実はスゴイ！大人のラジオ体操

一般361.4 シ 人を傷つける話し方、人に喜ばれる話し方 文庫本B913.6 イ 剣客船頭

一般 626.9 キ こんなに使えるコンパニオンプランツ　－伝承農法に学ぶ野菜づくり－ 文庫本B913.6 ユ 終点のあの子

湯
布
院

一般 016.2 ド 読書を支えるスウェーデンの公共図書館
湯
布
院

一般 913.6 コ /1 サエズリ図書館のワルツさん　１

一般361.4 ノ 言いにくいことを伝える技術 くらし 597カ /29 Come home! vol.29

一般 767.8 ケ /1 K★POPPER　vol.1 くらし 726.9 デ ディズニーのふせん切り絵

新着図書一覧表

リウ

むぎ

川本 三郎

中村 文則
道尾 秀介

宮部 みゆき
松浦 弥太郎

ジェニファー・イーガン
高橋 由太

向井 万起男
牧野 恭仁雄

渋谷 昌三

佐藤 洋一郎
中谷 彰宏

菊屋 奈良義

フィリケえつこ
堀 直子

しん きみこ
ジェニファー・ブラッドベリ

中村 格子
稲葉 稔

柚木 麻子

春

さくら

幸

眠眠
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由布市無料相談のお知らせ
【行政相談】担当：行政相談委員
●国の行政全般に関する要望やお困りごと
はさま未来館　12月 1日㈯ 午前９時～正午
庄内庁舎　　　12月 7日㈮ 午前９時～正午
湯布院庁舎　　12月19日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引主任者
●土地の境界等、不動産全般に関すること（電話
相談可能）
庄内庁舎　　12月３日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
●登記、相続、金銭トラブル等法律に関すること
挾間庁舎　　12月11日㈫ 午後１時30分～午後４時
庄内庁舎　　12月19日㈬ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　12月 4日㈫ 午後１時30分～午後４時

【行政書士相談】担当：行政書士
●遺産相続、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
挾間庁舎　　12月21日㈮ 午後１時～午後４時
庄内庁舎　　12月14日㈮ 午後１時～午後４時
湯布院庁舎　12月 7日㈮ 午後１時～午後４時
問い合わせ　総務課総務係　
☎097－582－1111(内線205)

県行政書士会無料相談会
日時　11月21日㈬ 午後１時～午後４時
場所　大分県行政書士会
　　 （大分市城崎町１-２-３）
相談内容　遺言、遺産相続、成年後見相談、不動
産関連、建設業許可申請、その他
問い合わせ　大分県行政書士会事務局
☎097－537－7089
FAX 097－535－0622

みんなのひろば みんなのひろば●

HOT LINE HOT LINE 

由布市総務課 
 ☎097-582-1111 内線206

相　談

こころの相談日
●日時　11月30日㈮ 午前10時～正午
　　　 （要予約）※精神科医師、保健師が対応
　相談場所・問い合わせ
　中部保健所由布保健部☎097－582－0660
●日時　12月14日㈮（要予約）
　面接相談　午後１時～午後２時30分
　電話相談　午後３時～午後４時30分
　相談場所・問い合わせ　庄内保健センター
　☎097－582－1111（内線501）

成人発達障がい者家族教室
日時　11月14日㈬ 午後１時30分～午後４時
　　　12月 5日㈬ 午後１時30分～午後４時
場所　大分県こころとからだの相談支援センター
　　 （大分市玉沢）
対象　16歳以上の発達障がい者のご家族
内容　講義、話し合い、演習
※２回シリーズで開催。参加費無料、要事前申込。
申込先・問い合わせ
大分県こころとからだの相談支援センター
☎097－541－5276

一緒にソフトテニスをしませんか? 
　子育て中のお母さんや、ソ
フトテニスに興味がある方な
ど、お待ちしています！ 
練習日　月曜日 午前10時～正午
　　　　水曜日 午前 9時～正午
場所　中洲賀テニスコート(挾間町)
対象者　初心者および経験者
受講料　200円（１回）
内容　基本練習とゲーム中心（見学可）
問い合わせ 　藤井 ☎090－5930－1646

放送大学4月生募集
　放送大学はテレビ等の放送やインターネットで
授業を行う通信制の大学です。さまざまな目的で、
幅広い世代の方が学んでいます。ただいま平成
25年４月入学生を募集しています。
出願期限 　
平成24年12月１日㈯～平成25年２月28日㈭
問い合わせ　放送大学大分学習センター
☎097－549－6612
ホームページ　http://www.ouj.ac.jp

教室・講座

募　集
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みんなのひろば みんなのひろば●

自死遺族のつどい
　県内では毎年300人前後の方が自ら命を絶っ
ています。悲しみやつらさを抱えて暮らすご遺族
が、少しでもこころの安らぎを取り戻していただ
くために、共に過ごせる「つどい」を開催します。
日時　12月６日㈭ 午後２時～午後４時
場所　大分県こころとからだの相談支援センター
　　 （大分市玉沢）
申込締切　11月28日㈬
※参加費無料、要事前申込。
対象者　大切な人を自死で亡くされた遺族の方
内容　参加者の気持ちの分かち合いをします。
申込先・問い合わせ
大分県こころとからだの相談支援センター
☎097－541－6290

原子爆弾被爆者二世に対する
無料健康診断のお知らせ
　大分県では、原子爆弾被爆者二世の方を対象に、
健康診断を委託医療機関において実施します。
申込期限　12月７日㈮まで
対象　両親、またはそのどちらかが原子爆弾被爆
者で、県内にお住いの方
※受診日は保健所とご相談ください。
申込先・問い合わせ　中部保健所　由布保健部
☎097－582－0660

必ずチェック！最低賃金
　大分県最低賃金は１時間653円に変わりまし
た。
大分県最低賃金　時間額　653円
　　　　　　　　効力発生日　10月４日

　詳しくは大分労働局労働基準部賃金室（☎09
7－536－3215）または最寄りの労働基準監督
署へ

１１月２１日㈬は
「県民ノー残業デー」です
　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン
ス）を推進するため、県内の企業・働く皆さまに
定時での退社を呼びかけています。「ノー残業デ
ー」を導入していない企業も、この機会に導入し
ませんか。
実施日　11月21日㈬
問い合わせ　大分労働局労働基準部監督課
☎097－536－3212

統計調査員の募集について（候補者登録）
業務　調査票の配布･回収、地図･名簿の作成 等
報酬　統計の種類ごとに定められた報酬
　調査を実施する際に、居住地等を加味しつつ、
候補者登録された方へ調査員の依頼をします。
申込方法
①市役所ホームページから申請書をダウンロード
②URL（QRコード）より申請
h t t p s : / / w w w . e g o v - o i t a .
pref.oita.jp/SksJuminWeb/
EntryForm?id=JxHS3MVF
問い合わせ 総合政策課情報統計係
☎097－582－1111（内線222・225）

日本太鼓ジュニアコンクール大分県大会
日時　11月25日㈰ 午後１時開演
場所　はさま未来館　文化ホール
※入場は無料、全席自由席
問い合わせ
大分県太鼓連合事務局
担当：奥村
☎080－1762－7518

還付金詐欺にご注意！
　全国各地で、還付金詐欺が発生しています。厚
生労働省・社会保険庁・市町村・広域連合の職員
を装い、「保険料の払い戻しがある」「医療費の
戻りがある」とキャッシュカード等をだまし取ら
れたり、ＡＴＭに誘導されたりして口座から現金
を引き出されるなどの被害が発生しています。
　不審に思われたときにはすぐに、市役所までご
確認をお願いします。
問い合わせ　由布市役所湯布院庁舎
☎0977－84－3111（代表）
保険課保険係（内線333）
健康増進課介護保険係（内線353）

夕暮れ時の事故に
お気をつけください
　夕暮れ時の歩行者事故を防ぐために、つぎのこ
とに気を付けましょう。
●わき見せず、前をよく見て運転する
●早めのライト点灯（午後５時点灯）
●小まめな切り替えでライトアップ走行
問い合わせ　大分県生活環境企画課
☎097－506－3062

お知らせ
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